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、
一 ノ、 トノV 中鉱黄 ジ シ ジ 鍍モ

貫比 尺 士2 － ー 床銅花 ブ プ 南 山 ノ

入：婆’ ナ ト 鎖中鍍 j ，~j 北結束 ノ ーー、
セ那 ソ 七染最磁岩二品 ーー 地 ジ

ノレ西七 十 ミノ モ鎖 ヲ 十質走 質ア

黒城踊 俄或多鏡下度 ト リ J、鍍
、

雲町銅 尺 J、量閃探東 ナ 北 古産、
母平山 更届 － ー 亜 － ー ノV 東生少、
花子 ェ桃 ジ鈴 ジ走本方 代 ナ

i司 － ー 走朕 7 鉱 プ リ 鍍ニ ノ ク

岩ア 向鍍盤ニ 鍍北床二石大

ノ '} ニ塊肌
、

シ 脈西 J、十 決正

一本 沿 ヲ ーー プ 妹三石度 ~ t、-
縁鉱： ヒ ナ挫服 ヲ 十茨内 ーー 年

相床 北ス 行石呈五岩外 ジ度、 、
タ J、 東坑 ジ J、 ジ度花ニ プ ノ

ノレ 古 方道ア 方厚ニ 両傾 花銅

石生 ーー J、縞解 サ傾岩斜 同鍍

英代 水鍍朕石四 ~I- ノ .A 岩産

閃ノ 平床構技尺ス接ノV 之額、
線粘 坑ノ 花、.，.. ＿王一－ 乃鍍胸 J毛 － ー 一一
岩板 道傾 ヲ 柘至床部ノ 貫千

中岩 ヲ 斜墨棺十ノ、 ーー 、 入七
。

ニ及 掘ニ ジ石五石版如 ス百、
脹石 準沿銅ナ 尺友胎 ク 石｛詮

胎友 二え ヒ 鍍 リ ア岩セ
、 花 友貫

ス岩 JV ；子 J、磁 '} ヲ ノV 品i ；石....，ー－ 
ノV 累

、
コ下磁餓鍍上毛先 ノ、；邑



ーー 本 ナ プ 其：仮ア 本 シ ノ シ鍍

臨山 ソ 其接 ；｛~－ 製 山 長 ,r l’ プ 版、
J、 ノ、 ®~他鯛及錬、

ノ、 サ 位数ナ

本川 石閃部石 セ fp申 三劣保 9 、
1J1 上 ノ、並 一 }i;( シ 石 十等 ア ユル＋宅

ノ、那 鎖鉛）匝岩 ::r 君E 間 ーー ソ 鎖、
亡仁とI 中 小床鍍胎盛 ト i由ギ； ーー ジ鉱脈
間村泉中及 シ！！：・ ア 木粂 立： / 石 J、

?JJ小銅 － ー 方北 ヲ 9 町銅 ジ且ノ、 北
山泉山 斑鈴西貰 シ 左竺コー LU 中 ツ 英三>T屯

ト ーー
結鎖南｜ ヨp ごE J.ift 途鍛銅十

i司 r j伏ア / 持 ーー ーー 量鉱；；五、
ミノ ソ ヲ リ

、 東幅約
ア 岐少銅度

ク / ナ 服ニ J.... 
セ リ 路 ナ藍東，、
、 ． 

大海 ジ石走米ス 数 数 ジ干し ーー、
同抜 プ J、 ソ ノ ジ 十 保坑雀走

年五 散石北角 プ 年 ア 2墓石 9 
間百 在英束閃休 同日 ヲ ノ、 等殆、
ノ 米 Jζ 方 一 石 山 ノ 中高 ーー ト

日目 ーー 解傾々 セ 開 一 シ直
資 fi'l 石斜英 9 坑 尺ア 立、
ト シ 並 ジ l'1E ~Ji － ー ノ 服 ジ

都市 一 鍍岩 llI r係 鉱石幅

セ ... ，、 少石 々 ーー リ ）服 J、ニ

フ 成 :f 主 脈 J、 一 ノ 石寸

ノv ~~ ノ 黄 ア 日寺 走英乃
、 J II ｝：；（釦i 9 生 ノ、 向 ナ 至、
モ ノ 餓鉱；f ~j.~ 代 i司 ーー ソ 一、
i告 i采 輝 ーー 床 ノ 昆 抑鉱：尺

革谷 石 ジ ノ、 ；j}j － ー ；色石 一．， 



プ プ ヲ 坑時業 山本度 J、 J、岩合詳
、

大百錬文 J、 究 J、鎚乃岩其蓄を資ナ
、

盛分塊化坑第 明七至脈北達曾 ラ

セ 中川年道 ーー 治文三 ヲ 方 シ枇ス、
ジ五幅間 ノ 縮二鎚十 ナ 中該ノ 明

ト 乃五ニ底小十長度ス 生岩所治、
::r 至尺ア顔 ジ 六兵東鍍屠屠有初、
ロ 七走 ソ J屯 大七衛ニ 床中 J、 ユ年

、
ーー ノ 向明ノV 正年鎚走 J、 ーー 北鯖多

シ銅延治 毛 七 頃長 リ fl) 噴七ス量、
ア分長二 ノ 年 マ兵東岩 出十鎖 ノ

鍍 ヲ 七十多 一 ア街方中 ジ度 山鉛

石合十六ク 月 J、冠ニ ーー ブ 東地鋸

J、有間七入 二盛鎚急服龍ニ域 ヲ
． 

’、
百セ上年坑 ~、 大北斜胎 王走ニ産

分 ') 下頃 シ 全 ナ向ス J屯 山 ') .＞、 出、 、
中藤五大得 ク ') 事鏡ノV ヲ 北中 セ

五 ノ 十銭サ 休 ジ道服数構両生 ジ

十本尺塊 ') 山 毛鎚ノ f康成方代 ::r 
、

以鎚ユ ーー ジ .A 爾見主ノ ジ十 ノ ト

上 J、及曾モ ノV 後付ナ挫 一度石 ア

ノ 明 ヒ シ ノ ーー 出鍋ノV 行部ユ !JC 9 
、

鈴治鏡多多至鏡走毛鎖 J、傾岩明

分四石量 シ
、
レ 思先ノ 脈岩斜盛治

ヲ 五 J、 ノ 文 ') J、鑓 J、 ーー 床ス岩ニ、 、
合年銅出化故 シ等文 ミJ ヲ角及十

有頃鉛鍍樋 ーー カ ナイと 7 ナ閃施一

ジ鉛鍍 ア .＞、 調 フ ') 鑓北 ジ石色年、 、
製鎖ニ ') 其査 ス本藤ニ 一劫凝三

鉛出 ジ タ 閲 嘗事鍍ノ 十 部岩灰菱



放度岩本 ク鈴胎表 ヨ 四的屠百

ヲ ーー ヨ 山 ジ鍍 セ ーー ヲ 乃｛頃ニ斤

ナ傾 9 J、 プ 一－・ ノV 近 ブ 主－ 材~ .. ヨ 中

シ斜成神 多 ジ鍍ク 切五ノ 9 百
7 .A ヲ 石、 量 j" 版多 !Wr ア 方 f 匁

臨本砂郡 ノ 硫ニ量 セ リ 向切 ノ

胎岩岩永奈合枇
、
阪I 銀シ ノ フ 北 ーー

シ屠ノ 波賀銀銭 Jテ 良 レ向延セ 分

且中薄村野 ア鍍数鏡鍍車長 フ ヲ

ツ ユ層 Jk 鍍 ソ、 及｛康ヲ脈道ス ノV 合

勃 J、挟野山上閃 ア採 J、見ノV 、 有

岩閃在 ーー 部亜 9 掘 首rfす傾毛 セ、
々 緑 ジ ア ニ鉛脈セ 績逗向某 9 、
脈 1分石 9 J、鎖幅 9 ~先 ア 連長、 、

績兵ト 岩 J:R. 鍍 銅 ヲ ニ之鍍錨 9 、
石々．岩山 鍍随尺ヲ 石等該 ヲ 結I
2正脈 J、 四 多伴乃要 J、

J、鎚見冠

岩貰北 fil ジス 圭ス 銅長ノ 出錨、 、
ト 入東 J、 脈鍍五ノレ鍍兵鎖ス .；，、

ノ .A 古 石石尺ニ 多街石
::7 脈、

接鍍南生 ノ、 J、ァ小ク冠 J、ト幅

鯛床西代 方一九泉明錨鉛困二
部 J、 ーー ノ 解般鎖鍛治ト分難尺

ニ石走中 石ニ石床二等少 ナ 内

鏡放 9 粒 及下 J、 十 ナ フ 外シ
床岩北結 石部黄劫ニク ク ..A ア

賦中西品 英ニ銅岩四 屡 銅ジ ；~
存ユ 約質 ナ鉛鎖中年断百 ;t 蕗

ス鍛六石 Y鎖及ニ頃屠分比々、
錆脈十友 多方彪地ー中較臨i



粘本 年在鎖 岩嫡 東本ニ

板山 盆号 ヲ 床 ヲ 方及 ミJ .A ク －－，、
、

Zは三J ，，、 産議ノ 検 ノ 一 南 ブ 柘帯黄
ヨ 紳 額想接 セ 鎚iVffi ノ 必 j留脱銅
9 石 d，、 シ胸 サ石 進三ス 石 ヲ 鎖

成郡 銀得鍍 L〆 ヲ 約坑 三／ ノ、 ナ及

リ 永相銅へ床 ト 採 五道毛 備 シ方

石渡老鉛 ジ ーー モ 掘 l"i ア岩 ヰz ア 鈴、
Jjk村銅鉱本底 鍍ス 尺 ') 層上脹鍍

、 、
岩野 山九 鋳 .A 床本 一 現 ノ 盤月台 ーー
.＞、 呂 高石 JV 中地 ブ 時夫 一宇 ジ ジ
花 ーー

__L除ノ、 J、 毛 柘域東本 ト 接其 プ

同 ア 千百ノ 楠 ーー 方坑ー ジ中 両首

岩 ') 七分 ナ 石 J、 一 ；草致 プ 央者、 、
ノ 鎖 百中ノV 友 1分 曲 ノ セ 多部 J、

貰山 入四 :7 錨岩 、、、 .A ジ ーー 鑓、 、
入四 ァト / ト 輝 ノ ニ稼幅鍍 J、 床

一・． 近 二銅 ヲ 石一 百行 J、 脈雨 ノ

ヨ ノ 貫及示 ノ 五 セ 一 ノ 者上一
ソ 地 ナ七 ジ 如岩十 プ 尺走挫盤

結質 リ ノ 附 キ 服尺ノv 乃 向 ーー 一、
日日目 －＇・、 鈴逗接 ノ ノ 本圭及閃近

質古 分地 ~"m] 外慮坑六傾亜 ク
、

ト 生 ヲ 下 鱗附 ーー 道尺斜鉛後
四

ナ 代 メ白入， ーー 物近 プ －－，、 ナ ノ、鍍者

ノV ノ 有火 ノ 一－・ 鍍坑 ') 甚及 .＞、
、 、
鍍石 J主 成 多他 版口坑 タ桁其、
床方t 大岩 ヨF ノ 挫 ヨ j基不梢下

.＞、左uヨJi 正 ノ －＇・、 火 一 ソ ，，、 j耳石盤
石及 ハ存 本成 接南筈則 j昆 ーー

、



鍍四 ーー ') ニ石規ノV 本 .A ジ親方正、 、
山坑達脈傾友模其 山 へ本 ジ岩

ト 挫ス石斜岩ノ 開 ．、 シ鍍鎖 ト
、

等ユ ノV J、 スニ採接比 大床屠粘、
ジ上 ::r 方 鍍 月五掘 J、 婆 正 J、紙技

ク部 ト 解石胎 ヲ ユ郡 六花 ヲ J邑百LJ 

花 ニ ア石 J、 .A ナ 十西西年同 ナ ト

同二 ') － ー 主ノV ス除城城末岩ス ノ、 、
岩坑坑 シ ーー 鏡ニ 年町銅 二二 ノ 鎖境

及 ア道 ア 閃屠過前卒亜箇貫石界

長 ') 
、
J、局亜賦 キ ーー 子鉛月 入 J、 ーー

石第露部鈴鍍ス ア ーー 山 間 ーー 黄旺、、
斑一頭ニ 鎖脈鍍 9 ア ノ ヨ 銅胎

岩競 ヨ 盤ユ ーー 床ア リ 鍍 リ 鍍 ジ

ノ 坑 リ 石 シ ジ J、 一 ブ 産 プ 及北

貰最走 ア 7 プ 古時 日 額古閃四

入モ 向 リ、 他北生盛南 五生亜十

ニ深ニ 鍍ニ ニ代大鍍 百層鉛度
ヨ ク沿服黄十ノ ナ 山 貫中鋳西，戸・旬、
9 七 ヒ J、銅度粘 9 両首 ナ ーー ーー ーー

ア十 プ 一 鍍 西坂 ジ 名 9 紅、 ジ走、
古閑北 f康方ニ 岩毛 雛 月台 7 ') 

生ア 西 ニ鉛走及永 山 セ露北

二五

層 ソ 方 ジ 鍍 リ 石績鑓 JV 頭東
1・
中本ニ ア及北方正セ 山 接採方

ニ鍍掘脈硫東岩ス
＼、Jノ
ノ 胸掘四

1・
臨床・進幅枇方 ノ 現 北 鎖 セ十

月台 J、 ミ／十銭四 累 時西 床 ラ度

セ El 上二 鍍 十屠 J、 一 － ー 戸〆ユ、
ノV 南下尺 ア度 中小 嘗 麗蓋傾



本 ニ沿蓋 ーー ーー・ 毛 本 ナ ヲ v 接

山 及 ヒ ジ 南 シ近山 9 A日、 ト 鰯
ノ、 ア上本北 7 年 J、 有 毛鍍

比 下鍍 ニ鍍採阿 ス普床
、

婆 三床援脈掘哲 鉱：通 ナ

君E 坑 J、 位獄挫郡 産 ..＞、 ソ
、

東十 ア 虫立 Jミ ヲ ーー 矢岩 額四鍍、
城丈 リ 紋鎖ナ 製紳比 J、十石

、
町字 鍍岩石 シ造村硫 大内中

一寸

十 ク 床中 J、略 ヲ ーー イと 正外亜

文 ロ ノ ノ 磁ホ 中 ア餓
J_.. 

ナ 鉛／、

宇 走分硫東止 リ 山 年 ソ 鍍、 、
ーー z晶 向 結 鎖西・セ 硫 亜鍋 J、
ア し錨ー

ーー ーー 鎖ニ リ イと 鉛鍍百、
ヲ 山 沿属 ユ走鉱：餓 鎖 J、分
1・
鍍 ヒ .A ミJ リ 床 ヲ 五銭中

床 掘ノV プ 7 ノ、採 千分六

－＇・、 準 モ 少南蛇掘 五 ヲ 十

富島 ジ ノ 量方紋 シ’ 百合ノ

紋 最ナ ノ ニ岩同 九有亜
疋u王, 下 リ 黄急中庭 十 ジ鉛、
中 部坑銅斜ニ 一 貫製分

ーー 坑道 鍍 シ ru; / 銅銅 ヲ

届 道 －＇・、 及東月台総 鍍百合

制h ノ 鍍 黄方ス禁 千斤有

航 延床錨ュ ノv ヲ 入中 三毛

ヲ 長 ノ 鍍ア硫製 百銀 JV

ナ 五傾 ヲ J、化遺 七九 モ

シ 十斜件次鎖セ 十十 ノ

プ 間 ーー ブ第鍍 ジ 貫匁ア、

一一六



古本 除長ニ ，，、 プ 中胎本 現脹

生山 ナ説沿硬断層ス 山 時胎

代 J、 , レ〆 ヒ 満繍 ノ、ノV J、 休ス

ノ 比 モ ア 俺 ジ 重鋪比 止 JV
一寸

赤婆 大掘鎖其要屠婆 セ ク

色郡 ナ準ニ最 ーー ニ郡 , ロ
角 帝高 フ ミ／ シ 毛 ジ ジ東大

岩稗山 ス鏡 7 大 プ プ 城仙 ム
、 し一

中村満 大塊局ナ 鏡北町山 錨

ーー 宇俺 正ユ 部 JV 韓十戸満 鏡

脹山 山 七曾ニ 毛 J、度宇俺 ーー

胎 ーー 年 ジ菱ノ 地東大山 ジ
二ス ア 七ア i荷幅屠ニ 仙 プ

ノレ’, 
、 月其俺十 ノ 走山 曾

一海 ヨ 金銭五屠 ソ ノ プ

鍍抜 リ 部 ヲ 尺 向束頂 露

屠五 十 ヲ
、
産傾 ーー 方上 天

ーー 百 月採ス剥沿四 ーー 掘、
ジ五 ニ掘坑ユ ヒ 十 ア ーー

7 十 至ス道沿不度 ヲ ヨ
、 、

屠米 JV 主 J、 ア 規内鎖 , 
向 ノ 鎌ナ．露延 則外床 採

北 山 石 ）V 頭長 ナ ーー ，，、 掘

二七

六頂 ノ 坑 ヨ 二• JV 傾亦 セ

十 ーー 産道 ヲ 十 属斜色 フ

度位 額四銭尺桃 シ角 レ

西ス 百ア、 屠ア 妹二岩 タ

ニ鋸 , ノ リ ヲ 屠中 , 、 、
走床 入其走鏡 ナ ア ーー ジ

リ ，，、 噸延向石 シ ク 路 毛
、
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ソ 百ア 鎖図 到錨 ・守 十 新ア往ナ銭

分 ') 櫨製 ラ所ア 五 見大時 フ 製、
中東 ヲ 銭 Jえ －＇，、 ーー 噸 町正 ノ 三宅 造、
餓城建所比東四熔 一・． 七銭夏 ーー
四製設 J、 婆城千鍍二年津 ーー 際

入錨 ジ東製町七櫨 ア 一 ヲ 主 ジ
七．ー所飯城鎖 ーー 百 ヲ ソ 建原南遺、
二採ニ 町所 ア五備東設料方棄

ヲ 集製ニ J、 ') 十へ 城 セ ト ーー セ、
合ノ 銭建東英七大製 フ ス至 フ

有 錨作設城熔 貰 正 錨 V JV JV L〆

ジ津業中 町鍍ノ 入株タ製マ タ

錨五 ヲ ナ 戸！嘘製年式ノV 錨ア ノV

持 六開 リ 宇 J、鎖ー 曾製曾 庚 銭、
J、種始伊 ニ七 ア 月 枇餓 j註ク 津

良ニ セ 藤建噸 ') 二製所陸分 J、

好就 ') 製設容タ 十 銭 J、績布甚、
ナ ヨF 其 錨 セ ーー ヲ 日 所比 ト J竜 タ、
JV 本他所 フ シ ト 製 J、婆 シ近多

製所新 J、 レ〆 7 ＇云 儲 比君Eァ 時 量
儲分見新三未 ア 作婆東創製ユ

1・
原析町見噸タ備業郡城立鏑 ジ

料係 ーー 町熔作後 ヲ 入町セ 自 プ

二九

タ － ー 建ニ 鍍業製開 幡附ラ 給砂、．
JV / 書邑店又 ア 櫨 ヲ 銭始村近 L〆 ノ 銭
:7 分中 ') ヲ 開株 ジ 竹ニ 園喧採
ト 析ノ プ 使始式二森四幅侍取、
ヲ セ製五用ス曾月 ー・ 阿内 ニ地

方言 シ錨噸 .A ノV 枇九 ア哲ニ ヨ ノ、
セ ーー 所熔雲ニ 製 日 リ 郡於 ') 、、ー．

、



ノ 富 プ ノ 試町ニ 同大

野間南阿掘 ヨ蓮村野

上川東武地 ') ジ字炭
、

原 ア流限附回大野礎、
大 ') ジ山近村野上試、
Jll / 中地 J、郡停ノ 掘 市品
地原南央 ア高都車熊地位 島
及東ユ ') 距路場川ノ、置

東系、 、
質南流大河百ニ ！ヲ沿大変

金二日健:... 
方 ス川流米至隔岸野遁、 葉ノ 河原 J、 内ノV ツ ユ村及、 部上流川同外都ノV 南字地

手ノ ア 山 ノ 路コ ノ、大形 大
岡沿 ヲ 地牽牒 ト 上 Jll 農 野
附岸 7 エ地道南岡原 商 炭
近ニ東接性試西村ノ 務 破
ノ J、流源正掘ニ 上小 技

試
モ 一 ジス陵地ニ手字 師

ま屈
ノ 段落 JV ーー ヲ十岡高

地
庚叉合小 ジ遁町ノ 回 i度． 
澗 J、 ニ流ア ス其北及

ナ二 / ーー 西 間部岩
土塁

ノ 段熊 シ ーー 車叉下

ノ Jll プ ，，、 馬富ヲ

培 ニ北高 ヲ 問中 久
。

段合ユ 匝 通町心

ア .A 能三 Jえ ノ ト
、 、 τI:: 

') 叉川百 又北 ミ／ 口
、
北南 ア米 宮西北

方 ーー ソ 鈴 阿部 J、



薄路砂 ーー 砂方ニ Aι：1 、 ヲ 洪第 J、期阿

ヨp 以質ア 岩熊沿炭合積ニ沖岩武

軟東頁 ＿，、 ヨ Jlj ヒ 屠表層紀積石限

質ニ 岩青 ;I 河幅 J、屠ュ屠屠ェ 山

砂亙屠白 成岸三本 ト ヨ ＿，、 ヨ ジ 1也

，｛＇~ 「 レ J、色 ;I ニ百地砂 ソ 決 ヲ プ ヲ

ヲ ヲ
、
合粘之露尺ノ 質 ア層成正構

挟本炭土 ーー、 出未第頁被 ヲ ノV 陵成

よ‘ 居屠比数ス満三岩覆埋、 地ス
';3 .；，、 ヲ 較屠本ノ 組屠セ蔵 J、 JV

ト 厚被的 ノ 屠狭屠 ト フ J屯 第 J、

ア キ ヒ 上褐 J、長 ， ， ノ JV .W 三片
ヲ 青分部茨厚ナ下二 ・地 紀麻

茨布ニ 屠ナノV 部 － ー 毛屠 屠岩
1・

色康厚 ヲ 約地 ヲ 匝河ユ ヨ花

柔ク サ 挟百帯占 別岸 ミノ 明 崩、
軟正四 、、、 一 ヲ メ ..A ノ プ 培岩一、 、
ナ陵五最十ナ阿 ノV 断正 段石

ノV 地尺下尺ジ武 ヲ 崖陵 地英、
砂ノ ノ 底 ア大限得ノ 地 J、閃

質金堅 ノ 9 Jlj 山 へ下 ヲ 洪線

頁部硬古 プ 原地 ジ部構 積岩
Z邑I玉, ヲ ナ 期主河 ト ーー 成 屠角

ヨ 占ノV 岩ュ床正 露 ミノ ヨ岩
、 、

9 メ 蛍層青及陵 出培 9 来占、
成更岩 ニ友野地 ス段 河板、
;I ーー ヲ 接色上 ト 本地 岸岩

下錨介 ス頁ノ ノ 層ユ ノ 等

部道有 ノV 岩南境 －＇・、 ブ 平ノ

志望ス 慮及 t 西界 之 J、 地古、



岩ノ、 十下ユ
~ 

大 主E ア返均屠ニ本
上殆 尺屠分川 ノ ノV ジー ノ 十地

盤 ト 及 ヨ ノV 原 島fr ヲ 露度費度第、
J、直

一 ソ 上河 屠目 出 ナ 達以三

砂立十各流床 ノ 撃セ リ ス上紀
、

岩ス 尺六ノ － ー 外 セ リ 大ノV ニ 屠、 、 、
第第 ナ尺茨於茨 ーー ;J 叉川 ト 念ノ、 、
五一 ソ 五屠 ア屠 モ 斯高原共斜構、 、
居第屠寸群 J、 ノ 蹴 ノ 回河 ーー ジ痘

1・ 、
ノ 一 向ー（イ）合露屠如茅床直或 ヲ一、

ノ、尺 J、決頭下第 ナ ク平ニ チ J、概
、

盤二北六東屠 ヨ干 傾間於ニ 殆覧
J、屠徴尺西 J、 ヲ 斜路ケ 緩 ト ..A 

砂ノ 西及約二 保角傍ノV 傾直ノV

岩上叉二百箇 シ度 ニ合斜立ニ、
上下 一一鹿一一 難念 J、来ニ ス下

盤盤南尺十 ーー ミJ ナ合居移ノV 部
，，、 ＿，・、 北ナ 尺露 ノV 茨 J、 ソ モ ノ

頁共 一 リ ノ 出 慮層断其少合、
石1-1.J 一 ジ間間 ジ 及 ノ 屠角 ジ長

ナ頁 プ F雨 ーー 随 急上ニ度 ク屠

;J 岩東 J、五 プ 接部 ヨ 東川、 、
炭第方二居炭 ，司，、 － ー リ 東ニ略
居四 ーー 十露屠 ノV 落 プ 方至南
ノ 屠急ー出 ノ 慮差ニニ v 北

露ノ 殺尺ス 露 ーー 小箇五 J、 ーー、 、
頭下 三毛 十英頭 於ナ慮度砂走
J、盤 ノV 五厚 J、 プ JV ーー 以質 リ
甚 J、 カ尺サ 一 J、 Wr繰下頁東一、
タ頁或二 J、群 上層 リ 卒岩方



屠本 ノV 色ス頁 第 ノ、 J、 シ屠下零、
群表 カ ノ 炭岩 五砂東ア ノ 流嫡

（ロ）蹟 如脆質 ノ 屠岩方各露ノ ジ、
ノ ーー キ キ J、上 ノ 第 －・ 炭頭炭ー

北 プ 毛石水 一 上三念屠 ア 屠見
方上 ノ 茨中 ..；・、 下層 ナ ノ リ 群炭
ノ 総長主 ナ第ノ 厚 盤 ノ ノレ 間 ア（ u ）質

平掘掘 リ 四露サ J、上 ごE 隔其 ーー 頁

地 ーー ノ 屠頭四 頁下上 J、厚 J、岩

ーー ヨ 概 ..；・、 ナ五 岩盤層十 サ 上ノ

於 ') 況 黒ノV 尺 ナ ..；・、 ーー． 尺 J、流露
、

プ 試 色 ーー ノ リ明少十下表頭、
東錐 堅 ヨ 堅 而 ヌJ ジ二屠屠ノ

西 ~ 硬 ') 硬 ジ ナ ク 尺 ヨ 群観

－ ー JV ノ 詳 ナ 7 フ 緩及 ') （イ〉ア

挫 毛 石カ ノV 第ス ナ 十各 ノ ') 、
ヒ ノ 炭 ナ盤 五第 リ 尺ー第、 、
河三 第 フ 岩層四下 ナ 尺二、 、
岸掘 五サ ア ノ 居屠 ') ニ乃，，．、 、
ヨ 下 屠ノV ') 上ノ 第層尺至

9 一 ，，、 毛 プ 盤下二向以第

十筒 決第水 ヲ 盤居 J、上五、町、，J 、
七蕗 ・質二中 ナ ~、 ノ 略六屠

A ア 頁 及 ーー セ 砂下南寸 ーー

間 リ 岩第突 ノV 岩盤北及該、 、
ヲ 虫色 ノ ニ出 厚上 J、 ーー 二嘗

隔 ーー 分屠 三／ サ盤頁 ジ尺ス

プ 下 解 J、 プ 四 J、岩 プ 五ノV、 、
是流 ジ黒露尺頁上傾寸四

ヨ 茨 タ 褐出 ノ 岩盤斜 一由 茨、



錐群試 如中 プ 下試五錐屠最 ヲ

ノ（ロ）錐 ク 央 深川 錐 ー，且、－ .::-. ノ 東高
炭第 ノ 殆部 サ第 ヨ 寸 ブ 事頁 ノ キ

屠五位 ト ーー 十三 ヲ 及 J、 斜第 コ

J、 唐置 南厚ニ試十 七深明 一 ト、
（ロ）ノ 深 北 サ 尺錐二 入サ カ 試十

第上サ茨 ーー 一 除ノ 間 寸／ム、 ナ 錐入、
一位及屠 ジ尺 ノ 東第 ノ 十 フ J、 尺

屠ノ 地 ノ ブ ノ 慮 ーー 一 二尺サ 深乃一

或茨質数直青 ーー 接試 枚 ーー ノV サ 至

層ユ 及立白 厚 ジ錐 ノ 7 ーー 百二

上~~ ヨ 厚ス 色 サ其 ヨ 爽ー寸 著 ヨ 四十

流 チ 9 サ キ占 約茨 ソ
しー
長 ク 十尺

炭第ア 土 三層十 ヲ セ 炭尺 ノ

屠六判 ヲ 尺 ヲ 関 有 9 屠 ーー 位、
群屠ス 挟 ノ 探 ヲ セ該 ノ プ 置

（ぺ）ニ JV ム 粘究隔 9 表厚六 ーー、
ノ 曾ニ 居土ス プ ト 屠サ 尺在

更 ジ第 向 紙ノV 深 'A －＞、 ノ、 屠 9 

一世 タ 一 －＇・、 ーー 2事サ プ ！享詳 ーー、
上ノV 試 河分 メ 十 中 サ 二泊 著

位 毛 錐 床 解ニ 入央六 ナ 数

ノ ノ ノ ノ セ掘尺 ノ尺 フ セ

茨 ナ 炭 露 ノV 下 － ー 第 ア 3ミ リ、
屠ノV 屠 頭炭セ ブ 一 9 最 ト一

四

，，．、
第へ .＞、 ーー 層ノV 著 試ア 西云
J... ジ 下 於露モ 表錐中 ノ プr、 、 、
屠第流 ケ .＞、 ノ セ .＞、 ーー 第但、、．，，
ナ 二茨 JV v ーー ヲ 第厚二 ジ、
JV 試屠 カ 其 シ掘 ーサ 試炭
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プ 岡野 別大 J、、

現村ノ 箇野 シ

－ ー 亦合 ノ 長
松木炭 合積

岡 － ー 層 炭 ノ
炭於 ト 居合

穣 グ 同 ーー 茨結

－ ー JV - 属屠
プ 毛 ノ ジ ＿.・、 論

之 ノ 毛 是之

ヲ 一 ノ ヨ ヲ
採 シ’ ーー y 磐

掘 ブ 扇 進城

.A 弦 ミノ カ 長、
而 ーー 之 ーー 田

ジ ..＞、 ト 上主

プ 厚比 位要

此 サ較 即部

地六ス チ ノ

ノ 尺へ 新合、
炭四 キ 1期炭

層尺毛 ノ 居、
，，、 二ノ 合 － ー
常尺 J、 炭調

磐 ノ 南 層比

炭三方 ナ _;;t 

回 表一 9 ノV

主屠里 ト ーー

要 ア ノ .A 杢、
音E y 上 大 ク

層 ノ 震 ノ 分ノ 堪

中如 メ ト J、石 二L

採 キ 最ス 合衆 JV 

掘 毛 少 v 炭 ヲ 毛

一 探 一 ノ、屠採 ノ
堪鍍計炭露掘 ト

ニL 不算量出 シ 想
/V 充 ジ百匝得像

毛 分 タ 入域ヘ 二~、
ノ ナ ノV 十 ノ ジ今

ア ノV モ
、

高東試其
ノV 毛 ノ 噸 ーー 掘厚

ーー ノ ーー ナ 在鏡サ

於 J、 ジ y 9 医 ヲ、
ブ 之 プ ト 其 ノ 一一． 
J、 ヲ 露ス 中面尺、
長計頭此九積 ト

量算 ーー 炭十 J、 Jミ
... ，、 セ プ 量高九 L〆

之ス 炭 J、坪十 ..＞、、
ーー 此質賓ノ 七面

数等 良在面高積

f音 ノ 好炭積鈴ー
Jξ 炭 ナ 量 ヲ 坪坪

ノV 屠 JV ト 採 ーー ーー

モ 及第 ジ掘 ジ就

ノ 英二 プ シ ブ キ、
ト 他第安得其約

ナ ノ 回全ノV 大ニ

JV 炭層 ノ モ 部噸

ムノ、



輝南千箱 ノV ニ層ロ 炭今ノ

石々 四根 必 ジ ニ多磁 ノ 毛

安西十本 要タ沿 キ ーー 女日 ノ

山約米宮 ア ノV ヒ ヲ プ ク － ー
疋uヨaI f-、ノ 硫 ノV 上掘以 J、 石比

ーー 町慮黄 ！神
J、、 ニ準 ア探炭 シ

るぞ ノ ーー 山
：／芳－.；＇三~ シ於 シ之 鍍鍍 決

ア蕗 ア硫 JI! ア或 ヲ ノ 業質

硫ユ 9 黄
豚

更 J、確 日 盛比

気位 プ 噴 ニ合知猶況較
箱孔ス 藍気． 東茨ス オ＝ ナ 自句、
根ノ 地 ノ 孔 方層ノV 浅ノV 不

ア質湯ノ、 硫 ニ露~ ク ト 良
ノV J、 温箱 農 責 試出 メ 決 キ ナ

ト 主泉根 商 山 錐匝 一 屠ュ ノV
:2 ト ヲ 火

務
キ黄 ヲ 域現ノ 於 J、

ロ ジ距山 技 坑 下附今深ア 一
，.；・、 プ ノV 中 自市 シ逗ノ サ採般

噴駒西央
、

佐
決ユ 掘厚掘ユ

気ケ 北火 屠試下サ ノ 信

作獄西孔 賦掘附及債 セ

用 ヨ 九正
藤

存 ヲ 近炭値 フ

ノ ヲ 町駒 ノ 行 ヨ質 ア JV 、
七
潟噴湯ヶ 獄 ヒ 9 ノ JV 、

一・． 出 ノ 議 侍 況其北不 へ所

分セ花ノ ヲ放方明 ジ ナ、
解 ジ津東 詳況ニ ナ 而 v 

客合温腹 議 ヌJ ヲ 向ノV シ ト

嫡撤泉海 ーー 明 ヒ ト プ 毛

セ慌ノ 拭 .A カ表 :2 本 嘗



間個渓ノ、 ノ ク ..；・、 ノ 毛 駒 ヲ 岩合 フ

ノ ア 谷湯分樹駒湯 ノ ケ ナ 流セ L〆

ト リ ノ ノ 解木ケ I且 ヲ 要ま .A ノ ノV ブ

~ ブ 右花 ヨ ヲ獄泉湯火 表石 白

ロ 東岸津 ソ 快ノ 等 ノ 干し 面青色、
一， 西郎祖来 ク 東 ト 花正 ，，、 ノ 駒

ア ーー チ 泉 ノV 禿腹 ジ 津 ノ 概結色

排南場 硫山海南、 噴四 有・ 品叉

主列側 ヲ 黄 ーー 拭西気近 分 ヲ ，，、

ナ .A ーー 西 ノ シ約腹孔 ーー 解脹黄、 、
JV －；；位南 結 .7' 二千 ーー ー寸 J、

カ
シ胎褐

噴 フ J毛 西 日『2目、 一四 ア フ 不重 プ シ色

気 ホ 噴 ーー ノ、 面十ノV オミ 々 赤叉 ノ

孔ラ気距．噴ユ米 よ下回 ア ノ 褐露所

、医孔ノV 気水ノ ノ L噴－ 噴 色華謂

二気 J、 一 孔蒸蕗 ヲ 気気 ノ 紋噴一

個孔硫三 ノ 汽 － ー 湯孔孔 表ノ 気、、
ア ノ、質町周及 ア ノ 硫温 土 自鈴

ヲ 硫噴 ノ 国硫 ソ 津黄泉 又然土、
7 黄気 ト ーー 化面噴 山及 ，＞、 明 ト

南 山孔 :::I 堆 水績気噴鎖
有機 欝一テ寸

ナ

北噴 ーー ロ 積素約孔気泉 9 、
ーー 気属 ーー .A ヲ ト 干し ア 物 fV 其、 、
排干しジ ア 湯噴町ス 湯 9 ヲ ノ 間、 、 A. 
実リ ノ 主 9 ノ 出 竿硫 ノ 某 混 ーー

ス正 ナ ブ 花ス ノ 黄花束 ス ゼ幅、
南北ノV 湯 深硫 ト 山探I 腹 ノV ン射

－ ー 約 毛 ノ 噴化 ~ 噴温 ーー
し一
腐ア扶

ア五ノ 花気水 ロ 気泉 ア 蝕 9 － ー、 、
ノV 十三津 孔素全孔産ノV 土熔集



ト 山南 J毛 ノ 薬多温へ Jj( ノ 一・． 蛸~ .＞、
、

大ノ ーー 湧 際 ヲ 量泉 キ .＞、 水位川硫

差南 ア 出 J、入ノ J、 ナ 常 ヲ 二九 ーー 質、
ナ麓ノV 口 倍 v 粉多 9 ーー 湛附ー噴、
シ’ ーー ヲ 二加 プ 賦量湯沸 ，、、 近噴気

、． －
ア 達 ア .A 湯硫ノ ノ 騰此 J、気孔

JV 摩 リ ト ノ
、 黄硫花 ノ 水噴孔 ーー

阿湯其云花 ヲ 化器朕 中気 ア シ

字 ト 藍 ブ ノ 沈水祖態 2え作 9 プ、
ノ 稽 ノ 虚沈澱素泉 ーー 其用 ブ 北

池ス 湯 ノ 澱ス ヲ J、 ア 四 ノ 虚ニ、 、
ノ 執村湯 ーー ？血合湯 リ 近~ ノ ア

1・
北 ν ノ 温使泉 よ‘ ノ ~p ヨ 一・． i胡ノV
東モ 北 泉ナ J、 硫花 チ 9 分ニ ，」・、

昨硫隅 J、 フ 方黄津此 沸解流蒸

ーー 葉 ヨ 賀 ジ三泉渓噴 々 セ 入気
J、泉 9 菰 よ‘ 四 ーー 谷気 ト ノV .A 噴、
合 ーー 出 山 湧尺属 ノ 干し ジ粘ノV 気

錨属 ツ ノ 出 ノ ジ左 .＞、 / 土小孔

炭ス )V 東量木硫岸一 炭 ヨ 渓 ナ、
酸産毛 麓 J、製化集種 酸 9 湯 9 、
泉ノ ノ 集頗 ノ 水塊 ノ 克成 ノ 又

湧湯 ヲ 塊ノV 箱素熔決斯 9 i宰駒

九
出 温仙熔豊中 ノ 岩酸 ヲ 其 ノ ケ

ジ泉波 岩富 ーー 分中 手L 噴一小獄．
温 ノ 湯 中 ーー 導解 ヨ ナ 出 窪支 ノ

度北 ト ヨ ジ ヨF ーー 9 JV ジ 慮流商
1・

J、東稀 9 プ 其蹄湧 ヲ 葉． ーー ノ 西

気笛 ジ 湧降中 .A 出知結少源腹

温塚其 仕l雨 ーー ノV ス jv 果 量頭 字、



キ ヲ

ヲ 集間

得 メ ノ

レ之 ト

，；，、 ヲ コ

温坑 ロ

泉 内 ヨ

ト ノ リ

ジ 高湧

プ 温出

元度 .A 

空白 ノ ノν
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ヲ キ 遺
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J主 シ之

サ十 一度裂二人坑 ヲ ヲ フじ
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ナ 以 ナ 有 － ー 有五 硫 キ 撃根
リ 上 リ ジ？官僚度 黄体 シ村、
若掘 ト Ji ヒ 間西 山 ff; 径 一・．
シ撃 _;;: ツ 滴掘 ノ 硫 一 約於． 
夫 セ 横田下準方 質供二 7 

v ，、 坑形 _;;: セ 向 噴 ミ／ 寸l j、
、

斯叉 J、分 蓋 ヲ ーー
、 気タ

ノ 明
ノ 多夏 ヲ シ坑開 孔 ヲ 竹治

如少 ーー 溶地 口
一寸

撃 ノ ミJ 管七

ク ノ カ カ 下 ヨ 三ζ 北 モ ヲ 入

シ ?1r白m. フ .A 水 リ ノV 束三通年

プ 泉 ホ － ー カ 十 ::r 方年 ジ ノ

温 ノ フ 至地 間 ト 約 ヲ ブ J.t 
泉横展 ') 中 ノ 一 ニ経渓本一

湧坑気 ジ 一日 ト 十 町 7 水宮、
出 内 干し モ j安 ::r 尺 海中 ヲ 石市

セ ーー ノ ノ 透 ロ － ー 抜止横葉
サ 湧方 ナ シ ヨ シ =r・ セ 孔 山

ノV 出 向 ') I也 ') プ 米 ') 内硫、 、
ト .7. － ー 湧熱冷北 ノ A, 、 ーー 質
キ JV 向 出 ヲ ァtj( 四 ト 回’漉噴
ノ、 ヤ ヒ 量 受及十 ::r 其 ヨ号 気

現 モ 少 ノ、 ケ 徴五 ロ 再祖孔

一 生日 ナ 略 プ 温度 ーー 興泉附

坑 JV ク 十多湯西拍i ヲ ト 近
口 ，、、 ト 分少岩 ーー 撃園 ジ ーー

ヨ カ 毛 間 ノ 石碑 ジ ') プ 横
') フ ＿.（＿.・ ーー 温 ノ シ 北横之坑ノ、

四
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難津最 ト 湯へ掘 ヲ 坑ノV 湯湯 ifm. ジ

ナ 表 毛 ナ I キ 準詮内
一寸

カ ノ ノ 度 毛

JV 酸衰 キ 津 ナ .A .A ヨ ア 花花 上国
，、、 干し ，、、 ーー 炭 9 ノV ノV 9 元z 津津 昇難
ミノ 附タ シ 酸 モ ト 湧 フ 温温 J主 ナ

近ノV 毛 孔 湯 :3 出展泉泉 d、、 フ

ーー 時 ア 附 ノ ロ 三屯 気 ノ 所 ケ サ

深代 フ 近 花 ナ JV 孔泉在 L〆 JV 

ク ヲ サ ーー 津 ヲ 徴 ト 源地 .＞、 ナ、
撃表ノV 深 温以温ノ、 ト ト ナ 9 
井 J、 J、、 ク 泉上泉全思

、
目 ヲ 蓋

ス さ／ ジ 撃 ノ ノ ト ク 考下 ジ、
ノV 其然井 湧事 J、 J.llj セ 掘 横
毛 温 1ノ .A 出賞金個 プ 撃 坑

高度 ト JV ーー ーー ク ノ JV 中 ，；・、

温 毛 毛 ト J、 由其物 、 ノ 深

度亦茨 キ 直 9 性 ーー 噴横 ク

ノ 甚酸 J、 接 プ 質属気坑 之

温タ 孔或 ノ 之 ヲ シ 孔 ト ヲ
1・

泉低 ，；・、 .＞、 影 ヲ 異且 ト J、 掘

ノ ヨp ー茨 響観 ーー ツ 賞金 進

湧 ヲ 般酸 ヲ L〆 J屯 湯横 ク .A 

出常 ーー 泉 及 ，，、 JV ノ 坑其 JV 

四 ヲ ト 噴．ノ オ主 横 J、花掘渓 ーー

望 ス 気湧 J屯 坑分津 j金谷 随、
よ‘ 是孔 出 :3 ヲ 析温 ノ ヲ ヒ

＝， 故 ノ ヲ ト 更成泉 目 異 次

ト ーー 勢見 ナ ーー 績 ト 4票 ーー 第
，；・、 湯カ JV カ 深ノ 賞 ト シ ーー、
困 ノ ノ ::r ノV ク 之横 ス 叉 其



源河川湛 J、地上 ヲ通牒上

ジ流水へ入 ヨ 諏得地四諏

北 ノ 生諏ケ 9 訪 JV ト 近訪

流主植訪操湧温 ヲ シ ーー 守｛JI岡ll 

ジ ナ物湖連出泉以ア 湧泉

プ JV ノ ヲ 山ス ，，、 ア f巳出 J、 長、
諏毛 腐成ノ 諏諏都ク ス信 野、
訪 ノ 繍ス裾訪訪人枇櫨濃 東系、
湖 ーー セ湖野盆盆士曾泉園 _l 
ーー J、 JV 水ニ地地 ノ ーー 附諏

諏
注六 モ 附接 J、 ノ 来知近訪

ク 斗 ノ 近 シ北東 リ フ ノ、郡
訪

、
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中宮タ地 J、 ーー 訪 JV ツ ーー 訪
商

門 Jll シ J、釜庚 tlJI 毛東於町 務

Jll ア 明燦無 ク ノ ノ 者官 ア ーー 技
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師衣 リ － ー 潤山南東頗 ヨ ，＞、 ア、
ノ 就其ニ 服東 岸 ノレ リ 避 リ

波 v j胡 ジ ヲ 方ニ多入暑ア 佐
、

)II 毛底ア 望 ーー ア シ Hキ多主

等妻ノ 少 、、、 狭 リ 間期 ト
藤

ア科沈 ジ盆 キ 7 内 － ー シ
JV 山積ク地模擬 外於ア 四
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ノ ーー 示ス水東米 J屯 ノ 諏
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逢
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ヲ
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ヲ

合
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五

高

二

千

百

鈴

噸

リ
、
鏡
石

ノ黄

褐

色

叉

多

孔

質

床

ノ

上

鎖
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熊
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憐
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岩
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岩
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ア0 ． 
五

ジ

白

老

川

ノ

－
一
合
ミ

y
、

第

二

競

鍍

黄

A 

－ 
A 
I I I 

灼
熱
減

量

セ

ν 

現

時

北

海

道

製

錨

株

川

是

等

岩

フ

リ
ノ
成

y
鏡

床

，，・、北



ヲ

被

覆

シ

プ

鍍

屠

石ジ

－

ア

甲

匝

及

乙

匝

ノ

ヲ

ナ

二

箇

虞

ニ

厚

サ

..；，、
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岸
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岸
－
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岩
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岸
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西
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岩
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ナノレーープ
同

-1 
Lー

アヨノV
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潤
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澗
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概
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．
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篭
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岩
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岸
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概
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鏡
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岩

石

ヲ

被

ヒ

或

石

英

粗

面

岩

及

輝

石

..＞、

是

等

v 

川

粘

土

ヲ

主

ト

鏡

床

ノ

露

出

ス

ノV

') 

ト

ス

、

第

二

競

鍍

床

－＇，、

シ

厚

サ

毛

ア

ヨ

ソ

入

JV 

小

津

ノ ノ

北

リ

入

ヨ

距
e

ア

東

ア

面

積

四

高

三

千

五

百

平

方

尺

南

岸

ジ

ア

リ
ノ
、
厚
サ
平
均
三
尺

－

プ

五

高

七

千

七

百

平

方

尺

ヲ

占

ム

、

第

四

挽

鎖

床

ーー

シ

レ

川

総

計

三

高

四

千

五

百

僚

噸

ナ

ソ

、

鋸

石

JV 

高

七

千

四

百

平

方

尺

ブ

ニ

鏡

石

十

七

立

方

尺

ノ

川

黄

褐

色

叉
') 

眉．．．．．．．．．． ， ．．．．． 

ノVd，、



.），、

暗

褐

色

ノ
、
澗
葉
、
蘇
北
口
類

左

果

ノ、

ノ

ヲ

呈

敏

密

－
プ
組
意
ナセ

ノVシ

第 第 鎖

一一一 一
罰覧 Mt 石

露 露

E員 B員
,81] 

一
議

一 一． ． 
九 」．

ノ、
酸

一 四一

同
現存
銅

セ
ス

五 五

一一一
→ 

一 餓． ． 
~ ム

ノ、

一
i司 王見 潟

存
セ
俺

ス

----, 
千

同 王存見 6< 

セ t; 

ス ム
Lー

Q 。燐
五

一一一
。
硫。。． ． 

四 五
策

一 入

一 一 灼
一 一． ． 熱？成
七 。

量
一 一一

「
オ
ピ

ノレ

L〆

良

質

ナ

毛以

－
プ
・
鉱
業
土

本

鎖

山

J、

入

ノV

小

弊

鹿

川

東

方

宇

里

ア

堅

硬

ナ

ノ
、
角
盤
岩
朕

ノV

ーー

シ

ジ

ジ

ーー

モ

ノ

化

石

ヲ

合

ミ

稿

柔

軟

ナ

ノ

等

ヲ

分

析

リ
ノ
、
鎖
石

JV 

ア

モ

女日

シ
（
百
分
中
）

方・

プ
」
流
域

ノ

露

出

其

支

流

一
慮
々

鍍

床

ノV

沿

岸

J、

..A 

モ

ーー

ノ

ノレ

鎖

量

少

ナ

ノ

.），、

品

質

劣

等

備

量

稿

豊

富

ナ

ノV

，，、

毛

ク

毛

ノ

償

値

ア

JV 

ア

プ

.A 

毛

ーー

ノ

五
、
排
慶
鎖
山

有

珠

郡

ケ

ケ
Lー

枇
瞥
村
字
「
ベ

長

流

川

ノ

支
流
「
べ

ユノ

在
リ
ノ

ン

プ

ノ

沿

岸

位

西

紋

魁

ヲ

rm 
ノV

東

北

東

六

虫

、

弊

鹿

温

泉

ヲ

ミノ

ーー

ナ

リ
ノ
、
地
質

第

三

紀

屠

ヲ

シ

基

盤

ト

石

英

粗

面

岩

及

輝

石

安

山

~、

五
九

ノナ

－ 

J、
アノレ

"J 

しーrp」
ロ
持
品

.... z王
毛結ノVヲーーJV 之



ヲ

被

覆

セ

ノ

鎖

層

厚

サ

十

尺

均

五

尺

内

外

ニ

十

五

立

方

尺

ノ

＿；，、

黄

褐

色

又

匝

ノ

鍍

床

リ
ノ
、
鏡
床

＿；・、

甲

医

及

乙

匿

ノジ

小

弊

慶

川

ノ
カ

ノV

ーー

従

ヒ

漸

次

非

薄ム
、
鍍
量

ーー

達

~ 

－
プ
凝
反
岩
ヲ
被
覆

ur

慮

ア

JV 

ジ

モ

河
岸
ヲ
遺
骨
ノ

二

箇

蕗

ノ、。

上賦

流存

右ス

俣甲

津匿

ノノ

南鍍

岸床

争ノ

ア

面

積

約

四

十

三

高

二

千

三

百

平

方

尺

ヲ

占

＿；，、

約

十

四

高

四

千

噸

ナ

重
サ
ノ

d，、

暗

褐

色

ヲ

呈

ヲ

噸

＿.，、

甲

毘

ノ

出

口

回

ナ

ノV

入

十

高

平

方

尺

ヲ

銭ー

石

潤

セ

ジ

ジ
、
甲
匝
ノ

磁

八

－ 

入
問 毛毛酸

ノ

ーー

鏡

石

ヲ

ジ

ア

計

算

ヌ

レノ

－
プ
角
蛍
岩
獄
ヲ

ノ

岩

片

ヲ

合

ミ

領

シ

厚

サ

東

方

約

二

百

米

ヲ

距

e

プ

右

俣

津

ノ

北

岸

ーー

達

J主

Y

慮

ア

ジ

安

山

岩

二

十

五

尺

以

上

J、

概

ネ

角

鐙

岩

賦

ヲ

呈

ρ

劣

等

ナ

ジ

現
存
セ
ス

銅

プ

品

質

多

ク

分

析

セ

ジ

五

回

銭

結

果

ノ、

満

現
存
セ
ス

A 

左

ノ

俺

Y

石

英

粗

面

岩

中

、ニ

y
、
従
－
ア
稼
行

A 

JV 

女日

ジ
（
百
分
中
〉

燐

痕

0

・

治

ヒ

－
ア
鍍
量
頗

Y

豊

ア

面

積

約

ヲ

J、

褐

錨

鎖

ーー

露

出

ト

ナ

') 

卒

，，、

鍍：

石

リ
、
鍍
石

ナ

ス
、
乙

::r 

ト

困

難

ナ

水

酸

化

繊

ノ
JV 

硫

0 

0 

ー「

千
蔀

守

一竺日一

黄

灼

熱

減

量

三
ハ
・
二
七
日 J売、浸，、、



ーー 本

鍛

錬

地

注

ク

赤

井

川

ムハ、「マ

ロ

フ

ノ

南

岸

有

珠

郡

鮭

瞥

村

位

J、

輝

石

安

山

岩

及

洪

積

層

ヨ

ヲ レ

． 
4、、

洪

積

層

僚

尺

鍍

量

ナ軟_A 女ll

ー

－ 

一
達鏡

石

十

入

立

方

尺

ノ..＞、

暗

褐

色

ヲ

ノ、

リ
ノ
、
鍍
石

ジ

－
プ
頗

;v 

債

値

ナ

ノ

ジ
（
百
分
中
）

稜

0 
・七。被

，，、

麗

ジ
「
．
4
F成

ソ

Jミ

ノV

モ

粘

土

居

ト

磯

層

トーー

属

二え

ノV

，，、

黄

褐

色

叉

JV 

破

砕

カ
現
存
セ
ス

銅

JV 

ジ

易

ク

重

サ

ッ
」
ノ

ン

長

流

川

ノ

鍛

錬

ミ／

ケ
」
描
泉
場

支
流
「
マ

ヲ

浮

石

及

火

山

灰

ノ

間

ーー

挟

在

シ
厚
サ
露
頭
－
一

於

プ

ロ

フ

ν 
. 
J、、

') 

Y

南

方

約

竿

里

ナ.；・、

J実：

レ〆

ナ

二：＞：. 蘇

苔

及

樹

枝

、

澗

葉

ノ
ア

被

ア

面

積

約

三

高

五

百

入

十

平

方

尺

，，、

約

二

高

三

百

噸

ヲ

領

叉
士
山
肌
ヲ

，、、

ジ
、
露
頭

平

均

十

二

尺

五
三
・
九
一
一
」

餓

ヨ

ジヲ

呈
y
採

取 噸

ト

シ

ア

計

算

ジ

セ

モ

ノ

三／

上

鍍

現
存
セ
ス

ー寸

千

タ

t; 
A 
!... 

潟

俺

現
在
セ
ス

距

ー

－ ヨ

ッ
」
ノ

中

流

リ
ノ
、
地
質

市
戸
、
鍍
床

J、

二
十

化

石

ヲ

合

ミ

柔

ヲ

分

析
y
、
従
－
プ
本
鍍
床

セ

ジ

結

果

等

ア現
存
セ
ス

燐

硫

一－
o手
三電

占

ノ、

J、

採

掘

.；・、

左

灼

熱

減

量

二

0
・
三
七 ＿；，、ス、ノ



分 ーー シ 上十占 ..；・、 るノ プ 一・． i海里本
析 ジ i蹴鍍入 メ

、
東表被 ジ 道東鍍

セ ブ 勾・ 及立厚西土覆 プ 製倶 山

ジ組安 並方サ三 J、 セ 周 錨知 ..；・、

結影山 鍍尺 J、千平 フ 閣 株安有

果 ナ 岩 ＿；，、 ノ 三四均ノV ノ 式 ヲ 珠、
.＞、 9 ノ 合重十百五鱗正 曾距郡七、

1・
左叉分 ミJ サ尺六尺床陵枇ノV 徳徳

ノ 蘇解 ブ ヲ 一 十 ノ ノ、地 之南舜舜
如苔 ジ 五一遥尺厚褐 J、 ヲ 方瞥瞥、 、
ジ澗 プ 十噸ス 南 サ錨輝 所十村鎖
（ 

百 葉友入 ト ノV 北 ヲ 鱗石 有 里 十 山

分 ノ 白 高 ジ虞四有 々 文.... ‘ セ ーー 一一
中化色 除 プ ア 百ス 層 山 ノレ nr. 競、、．，， 、
石 ト 噸計ノV 尺試 ヲ 3也fィJ モ J毛 F町
ヲ ナ ナ 算； 毛 ーー 錐 ナ ヨ

、
末鍍近

保 v リ .A 平 シ ノ ジ リ タ 床 ーー、
存 JV 鍍 v 均 j" 結 プ 成 採 J、 在

ジ モ 石川十面果這 ソ 掘大 リ

柔 ノ J、 約一積 ーー 般中 .A 正 プ

軟 、 黄七尺約 ヨ 洪央 /V 五西

ナ 塊 褐十 内百 ν 積｛民 ーー 年紋
ノV 片 色六外二 J、層地 至霊堂監
ムE ヲ 叉高 ナ十鎖 ノ .＞、 プ 見 ヲ 」．，、
ノ 外口惨 J、噸 9 五床粘供 .A セ 距、 、
ア 、、、 日昔 － ー 鱗高 ノ 土 積 地 フ JV 
9 角 褐 シ量平賦中屠質 L〆 北、
鍍笹色 ブ J、方有： ーー ーー ，，、 現東

石岩 ヲ 此鱗尺範挟 ヨ 簡 時十

ヲ ；伏墨 中石 ヲ 圏在 9 草北 一



桂

七

函｜酸

本

鍍

山

~、

位

現
存
セ
ス

五
0 ． 

銅

餓

入

、

大

刀

川

鎖

山

虻

田

郡

喜

茂

別

村

リ
、
鉱
床
J、

シ

喜

茂

別

市

街

地

十

数

年

前

接

見

セ

満

ー

－ 
在

ソ

ヲ

距

東

北

東

ブ

レ

覆

セ

フ

y
、

叉

赤

川

沿

岸
ヒ

－

プ

石

英

粗

面

岩

及

輝

石

安

山

岩

痕

一
「
チ
タ
ニ
ウ
ム
」
一

跡
一

0
・一一六一

ジ石

英

粗

面

岩

ヲ

表

二七

ーー

ノ尺

、

幅

五

百

尺

尺

乃

王

五

十

尺

ヲ

『頓

サ

千経－7

喜

茂

別

川

ノ

燐
痕

動・

硫

黄

0

・三

シ

未

タ

稼

行

里

宇

、

東

倶

知

安

ヲ
支

流

赤

川

ノ

距

下

流

沿

岸

モ

ヨ

リ

成

リ

地

表

.；・、

供

積

居

費

達

セ

ーー

被

ア

赤

川

南

岸

ノ

被

y
、
試
錐
ノ

結

果

ア

面

積

約

四

十

五

高

三

千

六

百

平

方

尺

ヲ

占

メ

、

厚

サ

ノ、ーー

ジ

ーー

η
ノ
、
鍍
床

傾

耕

地

賦

存

ヨ

v 

其

賦

存

範

囲

.；，、

シ

ア

計

算

ス

ν 

ア

平

均

約

三

十

人

尺

ナ

ト

ーー

ジ

／、

約

百

リ
、
鏡
量

高

噸

ナ

ス

ノV

ー

－ 

厚

ク

火

山

灰

鍍

暦

／、

灼

熱

減

量

一
九
・
四
七

至

ス
、
地
質

Y

南

東

三

里

除

ナ

／、

主
ト

フ

，，、

褐

鑑

鍍

ノ

ヨ

プ

被

リ

ミJ

／、

シ

厚

サ

三

尺

乃

至

五

十

尺

ア

千

三

百

Jll 

沿

ヒ

，，、

二
十

.；・、

鱗

石

十

七

立

方

尺

ノJ、

暗

褐

y
、
鏡
石

川

黄

褐

色

又

占

ノ、

ー

－ 
/ 重



色

ヲ

呈

ジ

往

々

蘇

北

口

類

ノ

モ

金

属

光

津

ヲ

ア

リ
ノ
、
河
岸
ノ

珪
本

鉱

山

有

.A 

化

石

ヲ

ノV

ノ
、
母
岩

轄

石

ヲ

分

析

セ

~，、

褐

蛾

鎖

ノ

現
存
セ

ス

銅

四
A 

ノ、。
銭

九

、

蛇

岡

鉱

山

J、

蛇

田

郡

虻

田

村

－

一

明

治

二

十

五

年

頃

接

見

セ

.；，、

在

ηノ

現

時

.；，、

北

海

道

製

錨

株

式

曾

枇

之
ブ

セ

時
ノ
、
鉱
床

三

箇

慮

ニ

ii守
層

距

y
「
ア

存

ス

、

北

部

及

中

部

ノ

西

岸

ν 

イ
し－

J II 
ノ

合

ミ

組

織

J、

－
ア
角
経
岩
朕
ヲ
墨

ノ

ノ

塊

片

ヲ

合

ミ

ナ

シ

結

果

左

ノ

女日

ノ、

満

現
存
セ
ス

ー「

千

王JtI ~ 
存｜一
1 ウセ l
l ム

ス l

f怒
－
ア
西
紋
億

ヲ

距

同

三

十

八

年

採

掘

ヲ

開

始

.＞、

海

路

輪

西

製

銭

所

ニ

轍

迭

v 

ヲ

稼

行

る／

鍍

石

ジ

e

プ

洪

積

層

中

ニ

鎖

床

相

隣

接

.＞、

ーー

賦

存

シ
、
中
部
鍍
床

高

七

千

平

方

尺

、

厚

サ

平

均

十

尺

十

ー

－ 
ジ

ア

鍍

量
粗
品
格
ナ

ノV

六
回

"E: 

ノ
、
堅
硬
ニ

ジ

4

ア
亜

ジ
（
百
分
中
）

燐

.A 

ノv

モ

硫

灼
執a

i成
量

"f+" 

S高

。

一七・

O
ニ

世
一
位
ス
、
鉱
床

JV 

北

方

約

三

里

ア

ジ

ジ

爾

来

盛

衰

ジ

北

部

、

中

部

及

南

部

ノ

.＞、a，、
蛇

田

市

街

ノ

北

東

十

僚

町

ヲ

挟

在其

南

竿

ヲ

占

メ

面

積

約

三
モ

二

十

鈴

高

噸

ナ

ノV

阪

等リ、



其

大

部

分

ヲ

採

掘

リ

、

北

部

鍍

床

中

部

鍍

床

ノ

北

ソ

ア

面

積

四

十

ジ

壷

セ

J、

ア

ーー

領

ジ

厚

サ

平

均

四

尺

ーー

ジ

ア

鍍

量

約

三

十

七

高

噸

ヲ

有

ス

、

九

高

五

千

平

方

尺

ヲ

現

時

其

南

部

ヲ

採

掘

セ

7
、

是

等

鎖

床

ノ

鏡

石

概

ネ

暗

褐

色

ヲ

墨

シ

竪

硬

敏

密

，，、

ノ
、
樹
幹
、
枝
葉
ノ

ア

亜

金

属

光

津

ヲ

有

ス

化

石

ヲ

合

ミ

ア

粗

霧

ナ

ノV

JV 

シ

毛

ー一

東

南

東

六

百

米

ジ

ア

面

積

約

四

十

リ
ノ
、
南
部
鏡
床

距

等

ア

蛇

岡

市

街

ヲ

JV 

~、

ノ

ヲ

領

ジ

厚

サ

ノ

平

均

四

尺

ナ

ヲ

以

ア

約

十

高

四

千

噸

ノ

ノv

二

高

九

千

平

方

尺

大

正

六

年

以

来

既

鎖

石

ヲ

採

掘

セ

リ
ノ
、
鱗
石

二

室

内

五

千

噸

埋

菰

石

ヲ

ノV

ス

モ

ノ

9
、

以

上

各

鋸

床

ノ

鎖

量

ρ

総
－
7

鱗

ジ

槻

ネ

敏

密

ジ

－
プ
竪
硬
ナ

陪

褐

色

ヲ

塁

，；・、

噸

ト

般

定

セ

リ
ノ
、
本
鍍
山
ノ

鏡

石

ヲ

升

析

セ

シ

結

果

石

十

五

立

方

尺

ノ

重

サ

ヲ

左

ノ

女日

ジ
（
百

分

中

）

J、
南 北 鎖

部 部
石

上 上

綴 鎖
}JI] 

桂
，占、 四． ． 
中

一，、 酸
八 一一

同 現存
銅

セ
ス

← 

五 五

一 一一 餓。八 一． ムノ、
五

同 現存
苦邑

セ
f奄ス

ー寸

チ

同 現存
占実

ーー
セ 亨

ス ム

一
L_  

。。。。燐
一 一

硫。。． ． 
一 一 黄
一 七一 一
一 一 灼A 九 熱減． 
-it 一 量。五

..... ，、
玉

モ鍍



岩ノ、質野市 俊 ニ 火方調、
撒其 J、川 ーー －＇・、 ジ 山約査

一寸
境教安及←寸ヌツ 中ア ーー 四匝

角十山 ヌ j] 央園 ジ里域
ツ

閃 f!TI岩カ ク火錐 プ 竿ノ、

雨以及 ク ジ孔丘一ノ 石 石．

輝上其 ジし山ー 正ナ綱地狩石 狩、
石ナ集ア ア ノ ソ ノ ニ及狩 :¥t 、
安ノV 塊ラ 噴外蕊 ア十園

見、
山 毛岩ノ 山起輪噴 9 勝空、 雨
岩抜 ヨ イ 頂及山火其ノ 生日

ノ 一日 リ 川L一 ニ其 J、孔間園郡 図

三ノ、成 J、；足後東及道境十 鍛
、

農 鍍縄大 リ 共ク ノ 南五路ニ勝

ト 別之ニ 大 爆 ノ 個険接岳 商 硫
ス ジ ヲ 是ナ裂二ノ 悪ジ附 務 蓑
プ 其等ノV 作壁爆ニ元近

技
鍍

雨噴二噴用残裂 シ画餓
師
及

輝出火火ニ存火ア釧鍍 金
石ノ UI 干し ヨ ス孔交本及 納

鍍
安順ノ 及 9 ノV ヲ 通線硫

山序火 爆 7 ノ 有便ノ 黄
にli』2; 

岩ユ 口裂崩 、、、 A ナー鍍
、 、
撒従瀬火壊ニ 中 ラ騨

慌 ヒ ヲ 干し セ シ央ス上 重、
雨 ア形 ヲ フ ア火十富

輝分成有 ν 北孔勝良
ま住、

石類セ Jミ タ西丘岳野、
安ス 9 富 9 ノ ..＞、，J齢、 ノ

、 、
tlJ レ地良其二一複東

占
ハ
大



匝掘千 一 J、 八鍍二 ．，、、 上 ロ 一色錨一
域 ーー 僚 ヲ 一 立床ニ ク l:lii ア .＞、 ヲ 鍍一

内著噸 1長十 方 ノ 尺其者 リ 角 帯床、
一四 手 ナ 棄六 尺賦ユ 賦 ヲ 一盛 ヒ .＞、

於 セ リ セ 事1 ノ 存 ジ 存下 ノ、岩孔温

7 ノ、 ト サ 九 重匝 プ 阪電電、上肢察泉
採少 ;;t. JV 千 サ、 域下域後 下 ヲ 多 ノ

掘 ナ然 〆、、 除 ヲ 総鍍及者 雨呈 ク 沈
..... 、， ク ノν jJ H頓 一計部鍍 ヲ 盤 ミノ 組澱、
得 ーー フ ーー 噸百 J、 屠上 稀品穀物

ノV モ 阪 サ ジ ト 五二 ノ 鎖 判位 ナ ーー

量其記 JV 7 ジ十尺厚 ト 然貧 ノV ジ、
J、五 ノ ヲ 下 域入乃 サ 稿 シ劣 モ プ

線分上 以鍍 内 高至 .，；・、 ;;t.、 プ ーー 稀鍍、
計 ノ 鍍 ブ ，，、 ーー 三十 随其 屠 シ ーー 層

四 ←－ .＞、 ~~選頒千六 庭露 扶 ブ 稿ニ

十 J、賦 石鍍 布平七 ーー 頭 ヲ 鎖密届

入康存 ト ーー コぇ 方尺異 J、 成石質ス、
高棄鍍 シ ヨ ノV 尺ナ ナ J.命 ジ ト ナ鍍y、
入セ 量 7 9 錨 ナ 9 ノV 箇、 g, ミノ ノV 石
千 サ ナ 採其鎖ノV 而 毛 蕗 位 プ ア .＞、

鈴ノV ノV 掘二 量 カ シ 上 ーー 概採.') 褐、
噸へ ヲ ジ持 ヲ 故ア 鍍於 ジ掘其銭

ムハ七

ナ カ 以 得ノ 概 ーー
J... 
音E プ，、 プ ーー 構鎖

ノV フ プ JV －ー 勢：般筒 .；，、 之 良堪造 ーー
J、、 ス若 J、乃 ;;t. ') 慮 一 ヲ 好 ニE － ー ミノ、
ジ故 ジ 十至 1〆 ーー ーー、 尺見 ナ サ 一 7 一
サ ーー 之入五 ，，、 鍍於 乃 JV リ ノV 種蹴、
v 調 カ 高分上石 ケ 至 ヲ 便 ト ア .:+ 

J、 査採 一 ノ 鎖十 ノV 十得 宜’ ＝宝 ソ 褐一 、



A ス r・ ;it 堆度 黄 ミノ ケ有 一由 硫 ヲ 是、
j[: 間長 積ノ ヲ 7 i民除於黄期 ノ

他 ナ サ ジ下遊亜気 ア / 鍍 A 、‘ 、

l~＇t リ d，、 プ 降離硫 干し ., 現床 ，、、 ーー、
気 噴 之及 セ 酸 ヨ 是時 J、 カ ヨ、
干し ス気 ヲ ｝）~ ジ硫 リ 等盛所 フ リ、
附本ノ 踊力 主主 イと 品目 '!ft － ー 言問 ス 勝、
；互山強 下ノ 該水 エ気噴噴 来

ーー ノ 弱 セ滅硫素 A 孔気気 錨
＿，・、 噴 一世 ジ退葉及 昇ノ ス 鍍 鍍

石気 ヨ よ‘ ーー J、 水騰四ノV 床 業、
疏孔 リ 既 ヨ 噴蒸 ス 周噴 ーー ヲ

黄ノ、長 記 9 気気 ノV ユ 気麗 車~

及現短 ノ 液孔 ヲ 克岩孔 ジ 替

撃 ，況 ア j毒化内合斯塊ニ 十 セ

硫 ーー リ 渠ス ーー 有 ヲ 及之勝 ン
、

黄徴 Jテ J、依於ス 此士 ヲ 岳 ト

和ス 一 口 プ ケ ノV 中砂仰火 企
多ノV 定 径溝ノV ヲ ーー ヲ ク 山 園、
量ユ セ 一渠 － ー 以 導堆現中 二ス

ナ俄 サ 尺ノ 比 プ ク積時央 ノV、
ノV ・エ ノV 内ー ジ是 而 シ ノ !k モ

;t; 終 モ 外端溝等 ジ プ 噴孔 ノ

現地六 ナ ーー 渠 J、 , ヴP l 気圧 ア

時ス 七 ノV 岩内相 該形孔 ノ ノV

－＇，、 ，、、 間 ヲ 塊 ーー 反 克 ノ J、 南 ト

之 ク 乃 普及於臆 斯溝其及 モ

ヲ 毛 至 通士 プ ジ J、渠数西 業

顧 ア 四 ト 砂川 プ 主 ヲ 三雨 盛
、、、
フ 五 ジ ヲ 温硫 ト 設十側 大

．、’
k

」
ノ
訂
，
，



便調 産 街既 ト 床 ス 表十 ーー 調

ナ査 額地記 J弔 ト ノv 下米 ア 査

ヲ 匝 大 ノ ノ 稀 ト 一 ノ リ 直、
ト 域 ナ 附丘 ス 及尺正美域

A d，、 フ 返陵 ，、、水乃陵瑛 J、、
調旭 ス 五 ヲ キ 酸 圭 ア市元

査川石 箇構 モ イと 一 ソ 街画石一
区 ノ 狩 蕗成 ノ 銭 尺石地章)II 狩

域西国 － ー セ ーー ノ ーー 英附本因

ノ 方土 於ノV ア キ局 ア 組近線上

中約川 プ 石 ラ色 リ 面 J、 ノ Jll 、
央三郡 採英 三毛 粘径岩坦ー郡、
ヲ 里鷹 切組 ~II 土 二質々 騨美

南宇栖 セ面 チ ーー 三凝タ 美瑛

~t ノ 村 フ 岩 銭浸 寸友ノV 瑛餓

ニ地織 ノV 質 鎖潤 乃岩神 ヲ 鎖

走 ーー 鋸 、 凝 ト セ 至 ヨ 積中
L〆 ア ニE ；灰 ミノ ノレ 一 9 卒心
ノV リ 何岩 プ モ 尺成地 ト、
分其 レ J、 採 ノ 五ノV ーー ジ、
水間 毛 建 掘 ト 六銭 ジ旭

嶺道 小築 J主 ノ 寸鎖 プ Jll 
正、路 規石 ノV 二二 ノ J、其 ノ

九
海卒 模材 ノ 手重 褐卒四南

抜坦 ナ ト 債 一 錨地周方
高 ーー ノv ジ 値 ジ 鍍 ーー ーー 約

距 シ ヲ プ ナ ブ 片賦高六

一 ブ 以既・ キ 未 ノ 存 す 里一
百交 プ 記 モ タ 散 シ五ノ

四通 其市 ノ 鍍 在地六地



ナ ノ 調 .A 域其 J、 約硝 ーー JV ス 十、 、
フ 中査 故内鏡地 五多 ジ蛇地三

J屯 心匝 － ー ーー 石表 十量 プ 紋質米、
叉地域 本 J、 ノ、下 尺ノ 竿岩 J、 ノ

必白竺話・ タ J、 匝鍍 母五 ’ず i~'4 面井古宇

呂 ノV 常 域石岩十 ア俺 山 ーー 生面

川野呂北川 ノ ノ 尺 ノ、 ヲ ノ 洪代 山

J、付川見；降轄砕マ 迫合 南積 ノ ヲ

河牛ノ 同来在 片 プ 跡千i 側居届j；最

身町中常錨ス ヲ ーー .A ス ユ及岩高、
ノ ーー 流呂鎖 JV 稿埋 ノV ト 露 沖緑 ト

小宝 ーー 郡地 ト 多識 ヲ :A 出漬泥 ジ

ナ ノV 位太 ト ::r 量セ f号 ア シ屠片其：、 、
JV .間 ジ茶 ジ ロ 一 フ 故其略 ヨ 岩、 東、
ト ーー 其苗 プ 一 合ノV － ー 厚 オミ ') 硬側一
及車南錨蝿三有 、 鍍サ 南成砂川

河道九錆望箇 シ鎖石六北ノV 岩傾

水遁里 .A 庭 品量九尺 ニ鏡粘斜

ノ フ、 ノ JV ア 位 J、 立内走床板緩

浅ノV 地 ノ ノV 貧五 方外 νJ、 岩ナ、 、
ヨF 毛 ーー 償 毛 劣千尺走 ') 嵯千ノV

、
ト 坂位 値何 ナ除 ノ 向鍍岩枚 毛

ーー 路 ν ナ L〆 リ 噸重延石中岩西

ヨ 多北 キ 毛 ト ーー サ長 ~、 － ー 及側
') ク 見 ニε 日E目3 .A ；邑 ヲ 百赤賦是 J、、
舟シ園 ノ 位其 キ 一二儲存等稿

棋 ブ 物 ト 良他ス 噸十鍍 .A ヲ 急
ノ 交貨 ..A 

、
女子 調而 ト 尺 ーー JV 貫ナ、

便通集 ナ 1-i ジ .A 深 シ鎮通 ') 

ナ使散 フ 匝 プ Lノ サ プ 屠 セ ト

七。



リ 此石 ーー 砕 .7. 立 シ ヨ ヲ 頭 J、ノV シ、 、 、
サ 外 ト 著片 ν 方 プ リ 地 十亦鎖地

v 調 ジ手 ヲ J、尺 走四質 一銭床質
J、査 プ Jξ ？ニa、 百 ノ 向百構 ア 鎖 J、..；・、

若匝採 ト 有 九重延尺造 ヲ ーー 鎖古、
ミJ 域掘 セ ジ 両 サ 長高 ーー 然 ジ居生

；降外 シ J、局 七 ヲ ..；・、 キ 徴 JV プ ーー 代

来 ナ 得少部 千ー 九慮 二ミ ーー 干自 三J ノ

之 JV JV ナ － ー 除噸 百ニ JV 是多 プ 緑，

カ モ J、 ク .；，、 H頓 ト 九 ア ーー 等量著色

採此七 ト 角 ト ジ 十 JV 四 ノ、 ノ ジ輝
掘附十 毛 E設 ナ 該 尺 ヲ ｛困 各 iwq ク 線

一近ニ其岩 ノV 沖 ーー 最 ノ 別俺佐疑

著 ーー 高三朕 ，、 積達 毛 鍛： ｛闘 ヲ 質 2足
手 ..；，、 鈴分 ヲ シ卒 J屯 高床 ノ 合 ナ 疋包且玉, 

、 、
.7. 蕗噸 ノ 呈 然地 JV シ ト 鍍有 ノV 亦

JV 々 ナ 一 .7. ノV 以 毛 ナ 床ス 赤色

者 ーー JV J、 JV ーー 上 ノ .7. ノレ’ ーー ト 色輝、 、
ア 既 ，、、 持主 毛 該 － ー ヲ 其而 嵐云輝総
フ 記 シ棄 ノ i~ 埋 最厚 三／ ス ア様凝、
，，、 ノ セ ア 石識長サ プ ノV 現凝灰
ζR与A4・ 毛 サ !I 中 セ ナ J、玉目己 毛 時灰岩、
F甘 ノ ノV 故 ーー フ リ 三等 ノ 開岩井

七 近 ト ，、、 ーー 稿 JV ト 尺露 ーー 拍i中 一宇
ヲ I司 カ 若 多 、 A 乃頑 ア セ ーー iJP 
採種 フ シ

、
量鍍故至 中 フ フ ！距積

鱗 ， ス 之 ノ 量 ーー 三沖 ス v 月台 層、
J屯 錨 ~p カ 母 ヲ 鑓十積 ジ タ J屯 ヨ

JV 鍍 チ 採 岩槻石尺卒
、

プ ノV 鍛： ヲ

ノ ア 鏑揖 ノ 算 九 ーー 地 之露石成



ス 鑓 9 新鎖鎌銭 附通過地調 要
1・ 、
本幅其山 一染床 近 シ便 ヲ 査 ア

、
鎖 J、 中元属 セ .＞、 ーー プ ナ西区 9 

床ー 主 山 ジ ノV 角 狭土産 フ ーー 域 ト

ノ 尺 ナ及著 ト 設 長出 ス距 J、 .A 
、

鍍乃 ノV 前 ジ ::7 岩 ナ セ 地 JV 域

石至 毛 山 ク ロ 質 JV JV 質約外 北

，；・、 十 ノ ノ 扇主 ア石 匝石 ，；，、 四 ヲ 見

著尺 ヲ ニ質ノV 英 域英古里通 園

ジ ーー 新箇 ーー 毛 粗 ヲ 粗生ノ ス 紋

ク ジ 山慮 ジ之面 領面代地ノV )JI] 

極主 ブ 錨 ーー プ ヲ ~且王. ス岩 ノ ーー 網 郡、
質其 元頒之遁中 及硬ァ走 上

ーー 中 山布ニ 覧ニ 安砂 9 線生
、

ジ走 鎚 ミ／少 ス賦 山岩其ノ 回
1・

プ 向 一現量 レ存 岩粘問支原、
北延 同 l時 ノ ，，、 シ ヨ 板道線錨

、
見長 二閲黄鍍或 9 岩路湧 鋳、 、
国 J、 同掘餓脈 J、 成盛和、 )JI]

太六 一 セ 鋸般鎖 9 岩険線、 、
茶百前 フ ヲ ヲ 塊 洪及悪ノ

苗尺 山 ν 随呈 ヲ 積石 ナ 一
ノ ナ 鎚 タ件 セ ナ 屠茨ノV 騨

モ ノV - JV _A リ ミJ 及岩 ト 上、 、 、
七

ノ 毛 及 毛 鍛錬或 沖井 ::7 生

ーー ノ 同 ノ 床石 J、 積 ーー ロ 回

比 ヲ 二二ノ J、母 屠是 ア原

J主 最 ト 十露 雲 岩 J、等 3 ノ

レ長稽五頭母中 t可 ヲ プ 市
.＞、 ト ス ア J、錨ユ 床貫交街、



調 '} ジ坦調 シ 黄其域 ト v 其

査 是 プ ーー 査 プ 銭他 ナ ナ ..；・、 重

直 ノ 其 ジ 医 品鍍本 '} ノV 調量

域 、、‘・ 延 プ 域 位服地 ト へ査少
.＞、 ーー 長交 J、 貧 ーー 域ス ジ匝 三／

湧 ヨ J、 通網 劣
、

ミJ 内 即域 ク

J)lj 北 ヲ 稿便走 北 ナ ブ 一 チ 内軽
る長 見 プ 長 ナ 毒事 見ノV 之於 本ニ キ

ノ 闘賂 ヨp リ ノ 国 ヲ ーー プ 区於 カ

一 紋来 毛 ト 終斜以少銅 域テ 量日
騨 別銭其ス 貼 里ア 量錨 モ i可 シ、 、
上 郡鍍幅砂網 郡 ~J ノ 鍍 亦床故

生 北業員，錨走 斜底葉 ト 賂面 ーー
回 ノ ヲ ノ ＿，，、 ヲ 里銅銅都 来以｛毘

原 王経小海東砂鍍鎖 三毛 錨上 リ、
ノ 金替 ナ演 ーー 銭 ト 干し ノレ 鍍 ーー ーー
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、

ナ炭ノ 互 ::7 之ノV J、主

ス屠中屠 ト ヲ 留 只 ト

::7 ヲ 部 ヨ ヲ 岩蔵 左 シ

ト 挟＝ リ 得石川 ./ プ

多有 J、成へ ニ本 一頁

ジ ス鐙 ソ ジ ヨ 流 穂岩
、 、
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ノ li月口' 〆、、 岸段

南 ヒ タ ーー 堆
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先達 屠 Jテ 及
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~ ト 成 乃屠
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プ ブ 本＝一一
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集~＇11i 於ニ
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八
五

中 、 ,1l! n頂貼北 ケ 花.・［1'_主 ニ j也散 d，、 i~ 玄
流 毛 ヲ ヨた ヲ ーー JV ヲ ヨ 質鮎外 ジ武

ツ

ーー ぺ呈北有；丘摺 ナ ソ 構セ 観ア 岩
於断し一 ス 方ス ヨF 曲 ジ地造 y 陪現、
プ 層ノV ーー 一方及 プー・ 屠 反出 J、

ー，、 一・－ モ 砂川 向 tWr 不著地 色 三宅 留-, 一寸 、
軟 ヨ ポ岩 ポ ヲ 屠整 ジ質 若和J蔚
質 9 シ盛 ン取 .＞、 メふ4》、 ク 格 ク 日 Jll 
砂 プ ノV 岩ノV Lノ 一 ーー 錯造 ノ、留上

岩切 、 互 、 ノV 般下雑上 日昔 ro5 流、
居断 モ 居 モ :7 ーー 部 セ 最 方正港中－ノ ツ
d，、 セ 4、a、． 迄ペ ト 東第ノV 毛 総附流一寸 し一

L支－ 是タ フ 上 ノ 西三 ーー 額 色近及
JV ν 流累流ナ ノ 紀反著 ヲ ーー t司
ーす 下ニ 屠九 9 横居 シ ナ 呈於口
ツ 、
フ・部於露競下座 ヲ 止s JV シ ケ ノ
し中一 居 ア 出津部 力被部現 堅ノV 三

流ナ J、 ジ ーー 第 一 覆及象 綾 毛 箇

断ノV 殆稿在三原 セ 上ノ、 一 ノ 蕗

屠合 ト 整 9 事己 因 ノV 部下 ジ .；，、 ーー
一・． 茨河然 プ 層 ミノ ＝＝ 第部 プ 柱於
ヨ 屠流タ 軟 J、 地 ト ニ第、 往朕 プ

9 ーー ーー ノV 質地質及紀三 々 節岩
プ 接並切砂質 構調層 紀 豆理脈

暗ス行載岩構、 造査 J、 麗 大 ヲ 若

反叉ス 宇屠造線医簡 ノ ノ 呈 ク一寸
色 タ JV 宵 ヲ 上 ，；，、 域軍稽 排， セ ，，、
一寸

頁ノV ポ蔭核二 慨 内 ナ Etli 石 9 !t三r 
1・ 、

疋且玉r ~ シ賦 ト 中 考・ － ー ノV 断 類本株ヅ

居 プノV 構 シ心 南於構層 ヲ 岩 ヲ
[__ 



得東ニ域決断接ト断茨ヲ流日エ

ノV 部分ヲ屠層ス並居色核附蹴接
、、

爽匝ッ（ー〉 安大走ニ頁ト近屠ジ、
層域コ束 J、山和セヨ岩手／ ..＞、ニ又--, 
入 J、ト部下岩田 JV ＇） 層番断ヨポ
←寸

層ノV ヲ匝部々衆十ア迄外層 9 ン

ァ、得明第時山二合露ノ甚アノν

7 モへ（ニ）三ヌ附線茨出津タ再、
、ツ

普ペシ西紀ン近ノ層セ背多ヒ毛
しー ヅ

通上 部合ケニ津 J、ノV 斜シ軟ぺ

束流 匝衆サア中上モ軸他、質 L下一

ユ地 域層ン J、流部軸ノノ砂流

七方 （一）中 L断一 合蹴第ノ南ー岩ニ

度ニ 北ニ屠衆屠三東部 J、屠於

乃シ 部埋ニ屠ニ紀側ニ留ユケ

至ア 区議ヨ J、ョ層ニ沿蔚接ノV

三平 域セソ北 9 ニアヒ川ス暗. 、
十均 （四）ラア部ア接 J、最本叉友

ー寸

度ー 藤ノV 上ヲ軟シ軸下流ポ色

ニ尺 山、部除質叉ニ居ノ Y 頁

傾五 恒毛第ク砂軸並ナ南ノV 岩

制寸 域ノニノ岩ノ走ノV 側、層、
ス乃 （五）ニ紀外層西セ盛ニモ J、、 ッ 一寸

内至 大シ層下 J、南ノV 岩アペポ
一寸 しー

一九 和アユユ再側番層 9 共ン

｜番尺 田石接！ヒニ外ヨアノV JV 

｜屠ヲ 匝茨スト合於ノリ白

ノ、採 域賦 7 茨ア津順皇モモ
？ヲ、、3

最表 ノ存 マ層 J、中央紀ペベ
ブ しーしー

上シ 五区 プニ軸流暗居中吐
し一

八
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八
七

斜（五）ナ採（四）好尺其北 箇位西 ジ層 l
軸藤ク最大ナ以軸部蕗 ヲ 官［） プ ーー

ノ 山炭厚和 ヲ 上川区 ア 比医 接 ジ

周匝質サ 回 十北域 リ 駿域化 j"

圏域良平匝 二々 _.., プ .A ....、 少衆
一寸 一寸

ーー ノ、好 ’均域 尺東ポ 東 JV ポ ナ層

賦藤ナ五 J、 ヲ ヨ 〉〆 又コ ソ ク厚

存山 リ 尺留 採 リ ノV .；・、 ト ノV 且サ、
ス騨来ニ 蔚 炭南 、 西困 、 来六

JV ノ 層 ジ線 v 々 モ ユ難モ 、、、 尺
ヅ ツ

毛 南ノ プ 大 得西ぺ三ナペヲ乃

ノ 方東北和 JV ユ し川ー 十 ') 上し－ 有 至
、 、
ユ番西東田 モ走最度一流 ス二二

ジ外 J、 ニ 島幸 ノ リ 上乃尺地 ノV 十

プ ノ 各三附 四其流 至乃方 :::r 尺

傾海大十近 屠傾地 七宝 ーー ト 採

斜中断度 － ー ア斜方十七 ジ 毛炭
一流屠乃 シ ソ 角 ーー 度尺ア 稀厚

般背ニ 至 プ プ ....、 ミ／ － ー ヲ 地 ナ サ
｝ ー 奈｝ ヨ 四採 一 一 プ ｛頃採居 ヲ 卒一

急軸 ヲ 十掘 般十一 斜長甚 均

ナ及；？ 五ニ ニ度 ノ .A ミJ タ 九
') 十切度堪、 爽乃常 得錯 尺

背二断ニ ニL 、句、、 至箆 ノV 首L ア

斜線セ傾へ 心J' .:= ~J' 、 尻 ミJ ヲ
、

軸ノ ラ．耕 キ ナ十構 屠各 炭

ノ 津 JV ジ茨 ク度遺 ノ 茨 質

方下 来屠 長ナ ヲ 露屠 良

向流 、、、 ア 質 ') ナ 頭ノ 好
、

J、背 少 ヲ 良二 ジ 七屠 ーー
、 、



取 i由 雄 f妻 、 ヅ JV 、
セ 質 毛 i由 モ fW 随

ツ

フ .；，、 徴 セ J、－、 チ 庭

JV f:妻 量ノV 銭し一 本 ノ
、 油 ーー 砂 道層砂

ー寸
ニ， 音E ジ f~ カ 中 岩
ト ノ プ .；・、 頭。ヲ
ア 賦分多 ク ノV 錨

ノV 態 析 少 し北一 慮槌

ーー 並 試黄 恨q－ ー ーー
ヨ ーー 料色 及油 プ

ー「
ソ 各 ヲ ヲ イ 気打

fu九•' 井得呈 グ ノ チ

フ 掘 JV ジ ノV 存砕

ク 進 ~ 鍬 ‘ 、‘ Jミ キ
L 

軽 ノ ト ヲ ノ JV 水

質 際 難以 1畢 ヲ 中←寸
ノ、． 往 三J ブ ノ 見 ーー

フ 々 之 ニノV 投、
フ 少 ヲ
イ

筒 然 J主

1ノ Ji, 正 掘 髭 v v 

L〆司一；、「 ノ レ ーー ト d，、

ノ 回 .；・、 於 毛 UfJ 
石 形
一寸

油
一寸

ブ 1巷 ヨぞ
i由 ，，、－ 臭 見泊 フ

鼻
し一

ナ フ ノV セ 及
JV フ ヲ ノ ノV i由

~ ，、、 ン 衝 、司、． 庭臭
しー

シ ノ ク ーー J、 ヲ

採
一寸

ト ブ ノV 放

’守 '} 中石 難 プ 雨
ツ 1・
フ 又 ーー 油 ナ 切 者
し中一 砂賂 JV 断 こ仕

流岩月台 J、 モ -t: ーー、
一寸 ーー セ 主 一 フ 北ポ 一
ン

，.＞、 フ 尺ノV 西、
ノレ 屡 ノv ミ／ 以本 ヨ

、
、 頁該 ブ 上 随 リ

モ 岩砂東 六域南
ツ

J、－、 ヲ 岩部
L 

尺 .；，、 東

中 フメーヤ J、 一国 ヲ 地 ーー

流 ，、、 軟現 採 居 ジ
、
九其質 出 掘頗 プ、
就蓋 ーー セ ジ JV 其

ノ 石 ジ ノV 得錯北

津 タ プ 下 JV 脅し 東、
「ノV 合部
If 

毛 セ 及

ク． ーー 油 第 ノ ノV 南

JV 足砂ニ 一 ヲ 西一、、‘ ノV 岩紀 層 以 ノ
Lー 、
ノ 本 ト 軟 ア プ 爾

津砂 ジ 質 ヲ 各側

及一寸 岩 7 岸田 プ 表ノ、

JV ノ 遁粒 炭層各
、 現 賞砂 質 ノ 、大

モ 出 ナ 岩．精探断
ヅ

4、、． セ
し一

y 屠 良 求屠

ーー ノV 毛 ノ 女子 甚 一．， 
ー寸
於タ ノ 砂 ナ タ ヨ

ケ ノV ナ 岩 リ 図 '} 
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九

及盛物延抑 命積日域 J、ヲ糾合

空照調抜毛 ヲト本 J、通極緩油、－，、
知ア査回天 支地石多嘗ムナ屠、 1・
ノリ報天蟻 配下油少ナデレ川、
各叉告北闘 ス水曾ノラ v ト其

炭南第油 J、 ノV ノ赴望ス J、毛西、ー寸
岡部十四石結モ快第ヲ之ポ一部

〆’‘、

ニニ及鎖狩 ノ乏四蝿ニン一度寸 ユ

比 J、第物園章ニセ競ス反 JV ポ於

ス雨十調ニ シノV 井ノV シ、ンア

レ龍六査次 アコ掘ヲ地毛ノV J、
、 ヅ

ノ、留競報ケ 今ト進得屠べ、稿、 L

非蔚差是告 ）V 後及ノン梢以モ整
ヅ

薄爾照第北 一地状 整東ぺ然
』 J しー

ユ炭及十海 屠質況 然ノヲト

シ回遠四道 ノ構ヲ タ地越ジ

アア別競西 研造見 ノV J、ェア、
抜 Y i由委部 究トノV 西油東湾、
質留田照ノ ヲノユ 音Ii 気部陸

亦蔚鎖ア産 望関本 J 多ニ朕

彼炭物 9 炭 ム係地 寄ケ至構、
等回調中地 毛 J、域 ffl v ν 造
エノ査部ユ ノ婚ユ 放ト J、ノ、
優炭報ニシ ナ来於 構毛其核

レ屠告 J、ァ 9 留ケ 造試地心

9 J、第潤北 蔚 ）V ヲ錐屠ヲ

ト之二幌部 油石 ナ地頗ナ

ナヲ十茨ニ 回油 セト JV ジ、
スタ四田川 ノノ ノV ジ錯其

（ 

能 張競鍛幌 蓮蓄 地ア雑傾



シ五 フ

ア城 ス、
南目

J、油

南国

秋北 す火
田部位 田
郡 J、置

東系
五大及

五
城正交

目六通
城

町年 目

附度 I由
近ニ 農 田
ヲ調 商 北

務 部流査
技JV セ 調

、 シ 師
オ主主ミ

富五

津城

内 目

川油
田、

北田

J、南

山部 亮
本ノ

郡述
千森績

岳地

村ユ

サ終本 ーー 均於 J、

ノレ 票占 匝 プ 九：？ サ

ヲ ナ域 :(: 尺最ノV

以ノV J、 J... ーー モ 毛，、

プ 留海千達蝿叉

鉱：蔚岸米 ジ望荒
、

業港 ヲ ヲ 炭ス斯

地 ノ 距超質へ原

ト 完ノV ニ巳 良 キ料

シ成 ＝， 遠好茨及

プ 抽t ト ク 一世 屠製
本近遠小 ジ J、銭

地 キ カ 平ア東用

域 ーー ヲ 築業部ニ

ノ ア 二え 川延 匝遁、
女日 リ 加上長域ス、
ヨF 加 プ 流 J、 ,:::. ノV

J、之 JV 一宇 調存良
質士 － ー 亙査 ジ質、
ーー 地 中 レ区就炭

至低央ノV 域中 ナ

使夷 ーー 毛 内一 キ

ノ ナ J、 ノ ユ番ニ

地ノV 留 、 於層ア

ト 波蔚如 ケ ..；・、 フ

云航線 ミJ ノV 採ス
、

J、地貫 毛長本

サ ーー 通 ノ 厚長

ノV 過 ジ 、 サ 回

可 キ 其： 、、、 平ニ

九
0 



ナ北 ヲ 査銭 ヲ 9 森浅奥 通 ヲ 跨附

JV 方経直道遁上岳見調 ス包 9 近
交ノ 由域 J、 ス岩 ヨ 内街 ノV 括奥 ヲ

通濁 ジ ノ 入 ；v Jll 9 ヲ 道牒 セ濁流
線川出交郎 ユ村三経ア 道 9 線 JV、
ヲ ユ沼通潟 過落種由 9 ア 交上 、

ナ沿石上ノ ヨモ 合川 v 7 9 通五三、
.A ヒ 油ノ 東 ス ーー 筋山共又 J、城種

米曾基岸 達ニ本ニ 西南 目 )II 
代枇貼 ι ス

、
沿郡車方秋鹿 ヲ

川試 ヲ jロ ノV ヒ 上馬 入国渡以

沿掘ナ ヒ 里上岩ヲ 郎郡井ア

岸地ス奥 道岩川通潟五ユ界、
ユ附其君事 等川村ス ノ 城森 ジ

遠近他線 ア村及へ 遁
、

目岳秋
.A ーー 鹿 ア ノν 小下 ジ 縁町ノ 回

1・
ノV 達渡 9 毛新岩其 ーー ヨ 三牒、
山ス騨森 何津川他沿 ヲ 緯南
林ノV ヨ 岳－ L〆 ニ村五 ヒ 東間秋、
用運 リ 鹿 毛達地域遠方ノ 回
軽材上波 不ス 方自 ク 北東郡

使用岩及 完ノV ユ町青秋方井
銀軌川五 全里達及森田 ーー ーー

九 道道村城 ーー 道ス南牒郡展山、 、 、
ア並落目 ジ 山 JV 秋 ーー 小関本
9 ーー 合ノ ア本里回 通阿 セ郡、
共上及三 僅郡道郡ス仁 JV ノ

、
ニ岩小騨 ニ鹿山内 ノV 地丘雨
重川新 J、 駄渡本川 闘方陵郡
要村津調 馬 ヨ 郡村道 :::- 地 ーー



相下 .；，、 ーー ア五是 ソ 先 ノ 昇 ーー 調

J、部 最南後十 ヨ プ ツ ーナ シ五査

東水 高秋 J中米 ヲ 高東 ヲ タ城区

部成 々 回積前西距西 河目域

ノ 岩地郡卒後部四 ーー 川油 J、

山 ＿，、 一 内野ノ ーー 百分 ーー 田秋

地上 ジ Jll ニ培於米チ 浸南団地

ーー 記 ア村移段 ブ － ー プ 蝕部 i蹄

於 ノ 高瀧 '} ーー J、達地 セ ノ 入形

7 最距ノ 入漸高 シ形 フ 雨郎

J、高 J、下郎移距赤 ヲ v 匝潟

月士 々 是及潟 シ二倉観 高域ノ
、

年距 ヨ 大 ーー 次百山察 距 ト 東、
期地 '} 場終ニ米高 三毛 二共方

ーー 域南 ヨ ノV 高 ーー 杉ノν 百ユ ーー
、

シ ーー 及グ 夏距遠山 ーー 米過展

プ 於北山 ーー ー セ 等調 ヲ去開

V ア ノ 本南十 サ ノ 査 超ニ セ

宇最爾郡北米ノV 著庖 エ於 、JV

形 毛 側鹿 ニ前丘名域 サ ア正

谷康 ーー 渡分後陵ナ ノ ノV ー 阜

ヲ ク 掬i村 チ ノ ヲ ノV 束 丘度地

ナ費次小ア低ナ 山部 陵準 ナ

コぇ 達 ニ谷地・キ ジ議ニ 地平 リ 九
、 、

毛 セ 低津形培其ヲ ＿，・、 ヲ 原油

西 '} 下 、ニ ヲ 段西構玄 形 一・． 田、
部一 ジ亙観ヲ端成武 成化第

ノ 般 地 ノV 察形 J、 .A ;t王, セ ジ二
、

正 ーー 質地 .A 成高ノV 地 ノV 後匝

陵地 上域ノV シ距 毛 ア モ 上並
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系新調 最南潟北主河地 北三地

統第査 高秋ニ秋要流 ノ 方穂＝

上三区 々 回朝田 ナ J、西米 Jllλ
之紀域 地郡ス郡

、
リ 五縁代北 , 

ヲ 屠ノ J、 内富及 ト 城ユ 川岸ア

上及地 其川津山 ジ自費沿ユ ~、

、
部第質地、 分村内本北町達岸於老

中四 J、 水瀧川郡部附 ジ ーー プ 年

部紀北質嶺ノ 及雨 ニ近ア 亙ノ、期

及屠秋 ユ下三郡山 ヲ 鯉． ヲ 高 ーー

下 ヨ 田 嘗及穂界調流川 プ 距達

部 , 君E レ大川附査 JV 附費五 ジ

ノ 成 － ー
, 場 J、 fil. 匝 、 近達十谷

三ノV 霊堂 ヨ 調ニ 域馬 ーー ス米庚、 、
屠第達 ヲ 査費 ノ 場違而 ーー ク

ニニセ 山医 シ北目 ジ ジ達河

分紀ノV 本域多境川ニ プ ス流

ツ居第 郡ノ ク ヲ ノ 角 其ノV J、

ヲ ，，、 一一 鹿 i盤 ノ ナ支形南培蛇
得五紀 渡域支セ流ヲ 端段行

へ城合 村ヲ 流 JV ナ ナ ー’，、 ア セ

ジ 目提 小形 ヲ 二二 JV ミJ 調 リ l) 、 、
下 ~lll 屠 谷成合種富 プ 査 プ 向

部回 ノ 津セ シ川津泊 匝森調

層南上 ユノV 西ア 内失域正査
J、部部 亙モ走 , Jll セ ニ村匝
（イ）ト 一 ノV ノ 三J ア及 , 入豊域
総同位 附ニ ア其内 9 岡 ノ

色様ス 近ジ入班、川 li ヨ 北
凝ニ ノV ノ プ 郎 ヲ ヲ 陵 9 方

九
四
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五

ト 質 ジ イ七 一日 ノv ナ頭本下其積京・3正、
ナ或ア ス於モ 9 ニ郡部他屠上岩、 、
ヲ J、r遂嵯 ｝＂ ノ 凝於鹿第火 ーー 部及
硯凝石質著.：：. 1ffe. ア 渡三 山分屠凝

質灰ノ 頁 ジ、
ジ質 J、村紀岩－ チ J、 7長、

頁質如岩嵯ア砂線附屠類洪（ホ）質

岩頁ク J、質線岩色近中 ニ積頁砂

ニ岩且玄頁色 J、或ユ ノ J、屠岩岩
、

移ノ ツ 武岩凝露 J、接線雲 J、質（ロ）

化粧屠岩 J、双頭淡達色母（へ）砂嵯

ス化理及其岩ユ 緑 ジ凝安下岩質、
駐セ 明 紘一ノ 於色中友 山部及頁

質 ラ瞭色部下ア ヲ ユ岩岩、培砂岩、

頁 L〆 ナ 凝 J、部濃墨玄及室段岩（.＞、）

岩タ ヲ 反緑ユ緑 ジ武凝武堆 ヨ 硬、
中ノV ー岩色属色敏岩友岩績、 9 質

ーー 毛般 ニ凝ス ヲ細々質石屠成頁
.＞、 ノ ーー 接 1ffe. ノV 呈ナ床砂英及ノV 岩、
魚ニ 暗ス岩モ ジノV ヲ岩組（ト）第 ヨ

類 シ 1ffe. ノV ト ノ 中火挟 J、 面上回 9 

ノ ブ 色部累 ナ粒山有調岩部紀成

化其或分層 9 ナ放セ査及培屠 9 、 、
石上 J、 ーー ジ其ノV ノ 9 匡雲段 J、中、 、
ヲ部黒於且盛火回線域閃堆洪部

埋 J、色 プ ツ遠 山結色ノ 安積積屠

議徐ヲ 特後 J、砂 ジ凝西山居屠 J、

.A 々呈 ーー 者鹿ノ 夕方正部岩ニ井（＝）、
硬ユ ジ堅 ヨ 渡結 JV 岩ナ ア匝 ニ砂

質軟粘硬 ヲ 東合モ J、 JV リ 別（チ〉質

頁弱土 ユ移方セ ノ 露山 Jミ 沖頁、



上ヲ ーー 埋面ユ 中地 合 J、硬理 ヲ 岩

部ナ接戒暗凝部ノ 千f暗質明帯 J、

第セ達 ス双方足第東 ス疏頁瞭 ヒ 一、

一 ') セ ノV 色質三方本色岩ナ粘般一 、
紀叉ノV 外或ヲ 紀ユ 岩或層ノV 土ニ

層調帯化 J、呈屠露 ノ、 J、ノ モ質露

ユ査青石暗 ジ中出 南方t上凝或頭
属医陪 ヲ褐軟ノ ミJ 秋白部灰 J、 ノ

ス域友愛色弱砂雨 田色ユ 質疑表
ノ：v ノ 色見ヲ ニ質者郡不於ノ 双面

頁東砂 セ 呈 シ頁略 内均テ モ質ノ、

岩端岩 .A Jξ 
、 ア岩同

川質 J、 ノ ナ暗
質附 J、 山ノV 屠 J、一村ノ 角 J、 リ JR 、
砂近頁本モ理硬層並岩盤大粘色

岩ニ岩郡内不質位 ニ石岩塊士或

及於層上部明頁 ーー 山 ユ質ェ質 J、

砂ア ト 岩 J、 i庶岩 ア 本 ジ凝破ノ 赤
岩 J、累 川黒ナ ヨ ヲ 郡ア友壊モ ネ号
J、淡屠村青ノV 上火岩ジ ノ 色
帯緑シ 出色 コ漸 岩山 ヲ 層 J、 ヲ

青色且潤エ ト 移 川岩挟理一呈

暗凝ツ 石 ジ多セ 村並有不般ス

双方反石油 プ ジ JV ti:¥ ーー J毛 明ユ ノV、 、
色岩油曾海露岩 湖水角瞭細モ 九

ヲ 費浸 f止綿頭石 石成蟹ナ片 内

呈達染試類ユ ーー 油岩岩ノV ニ部

ジス シ 掘 ノ 於ジ 曾ノ 質 コ破 J、

中 プ 地遺ア プ 最f:破凝 壊黒
部 話1 附樫 J、ー 試片灰多 ジ青

屠 砂逗 ヲ表般 掘 ヲ岩 ジ居色、
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ト ア粗積ア 浸ノ 西砂第

ジ 9 霧屠薄蝕豊縁屠四、
ア沖軟ノ ク ジ悶 ニ井紀

粘積弱西且 ブ 附費ユ 註ミ

土居ナ端 ツ ！北近珪砂積
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磯城磯 ヒ ーー ラ米方 ヨ ）孟
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9 町ナ重量 J、 タ Jll J、成ノV
成附 リ 達主 ノV 南漸 ヲ 下

1・
ノV 近 ;JI,; ジ ーー エE 岸次 山部、
富他高磯 ノ ニ泊、本増

津河距屠 ーー 亙失郡段

内川二重苦 ミJ リ ス鹿堆

Jll ノ 十 達 ブ プ ノV 渡積
、
内沿米 ス 地布毛村屠

、
川岸以上 層街北 ヨ j、

一 ーー 下部 ，.；・、 ス方 9 .高一 、
種費ノ Z砦 北本ユ森距

川達低段方居市I岳五

等 セ キ堆 ーー J、次村十

ノ ノV 培積於 l!Jj憤ニ 米
沿河段屠 ブ カ張亙ュ

岸成 ヲ ，，、 厚＝ ジ 9 達

ーー 培 ナ下 ク第三第 ジ

費段 ジ部商ニ種ニ組

達堆地培 方紀川紀惹

ジ積質段 ニ層北層ナ

主屠 J、堆於ヲ 岸ノ ノV

ナ ヲ 7 ーー

ノV 埋介比

閲識化 ジ

係セ 石一

ーー JV 屠層

ア モ ト 凝
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雲脆ニ 露石 ジ粒僅質 シ 填集ノ 火

閃球検 tH 英 タ 扶少ノ、 タ セ塊下山

安作ス コ7、 組ノv m五 ナ＊賀ノV リ 岩附岩、 、
山用ノV 芳面 モ 石ノV 密モ 岩朕近類、
;fj- ヲ ニ石岩 ノ 磁斜堅ノ 石 ヲ ーー 中
.＿，、 受瑳ノ、 ノ、 J、錨長硬 J、 ..＞、 ナ亙支

五ケ朕白調線鱗石 ニ槌 線セ 9 武

城タ構色査色並ノ ジ色 黒ノV 略岩

目 ノV 浩組区 ヲ ニ斑ア シ’ 色 ::1 オz ，，、

町石 ヲ 貌域星波品ーア 或 ト 南調

北基呈 一 ノ ス球 ヲ 般淡 J、多北査

方是 ジ ジ西 J叱ー ヨ 見 － ー 線黒ク ーー li¥h 
ノ 等技ア 部線 9 ノV 斑色色間走域

森ノ ま震黒南泥成 ノ 品 ヲ ユ隙 V ノ

山間長雲秋石 9 、、、 ヲ 呈 ジ ーー ノV 東、
ヨ ヲ石母国 質輝ニ 認、 ジ プ J、正部

9 充及及郡 ノ 石 ジ メ 途鈍沸陵宮

北填黒長三鍍 J、 ブ 三宅 ーー 光石 ヲ 津、
西セ雲石倉物一石岩赤津類構内、
方 9 母 ヲ 鼻 ヲ 般基石褐 ヲ 玉成川

高 稀斑附成 ーー J、 ヲ 色呈髄ス沿
、

岳 一由 品近生淡訴額ノ ス並本岸
山 挙｝ ト ーー セ 椋木徴土 ノV ーー 疋u王. ヨ

及 長ス狭 ヲ 色航鏡質 モ 方 J、 9 、
筑 石之小 ニ斜下物甚解露北

紫 ヲ ヲ ナ ジ長ユ ヲ タ石頭方

岳 斑顕ノV ア石検成 シ ノ ーー 内

ーー 品徴区 其ノ ス生 ク結於川

連 ト 鏡域 接外 y ス
、 盤品 プ 村

亙 シ下ニ イと ユ ーー 岩化充 J、瀧

九
人
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モ JV J、調 タ ト 褐山 花閃顕斑ス

ノ 毛南査 ノν 多色岩 同石徴品ノV

、 ノ 秋匝 雲 シ’粗 J、 岩 J、鏡 J、丘
、

連 ーー 回域 母之貌緑質往下長陵

績 ジ郡ニ 井 ヲ ニ色構々 ーー 石 ヲ、
ナ ア富 J、 ユ顕 ジ凝 造黒検角構

9 玉津背 地 斜徴ア 方え ヲ 色ス 閃成、
小城内斜質 長鏡長岩墨物ノν 石ス、
倉目村軸構石下石及 三ノ ーー ーー 及岩

附油下六遺 ヲ ニ及凝黒麓斑黒石、
延岡山 向 班検雲友雲化品雲 J、

ーー 南内耕 品 ス母質 母セ ヲ 母方正

於部東軸 ト JV ヲ砂 ヲ ヲ ナ ーー 白、
プ 直方五 A ニ斑岩雑石セ シ色、
J、域ヨ 断 石品 ノ フ基ノV プ 意且、
地 ーー 9 屠 基 ト 基其 J、長其粒

屠於小二 .＞、 ジ盤他安石他 ーー
，，、 ア倉十 徴叉ヲ 鹿 －山ノ、 時‘ シ

這馬附入 花水ナ 渡岩斜色 プ

般川近以 両成 セ ノ 質長級稿

背村ヲ 上 岩岩ノV 東構石密線

斜附遁ア 質ノ 毛 方遺稀ナ色

軸近キ ヲ 構破ノ 一申 ヲ ーー ノV ヲ、
ノ ーー 9 主 造片 ーー 露ナ正包帯

雨起北要 ヲ ヲ ミ／ 出 セ長裏 フ

翼 9 方ナ 呈捕 プ セ JV 石物ノV

ーー 北ニ ノV ジ獲岩 JV ヨ ーー ア モ

於走延背 援ス石雲 ヲ シ ワ ノ、
プ セ長斜 化ノV J、 母 毛 ア之 ア

傾ノV セ軸 ジ ::r 友安徴角 ヲ 9 、



調構層背 十傾本ノV J、 翼現東ス斜
、

査遺ニ斜度斜杉渓雨 ーー 時築山角

匝不癒軸 ーー 不ノ 谷実於試 ユ本五

域完合 J、 シ整西ニ ーー プ 掘於郡十
， ， 全ス地 プ ーー 方背於三中 ア上度、
向 ーー 其居市且ニ糾 プ 十 ーー 地岩ヲ

字ヰ ジ他ノ 方 ツ J、構地五属暦川示

軸 7 瀧傾 ーー 鍾背遁屠度ス ノ 村 シ’

中且ノ ~I，於勤斜ノ ノ ヲ ノV f頃出北

主 ツ 下角 ア多軸露傾示 モ 斜規準

要北 ノ 七 ＿；，、 シ二頭斜 三宅 ノ 角石 二え

西淀；ァ
、

ナ方北十 ア角 山 ニ三油ノV

ノV ニ方度 ーー ノ リ 9 、 五本 ジ十曾ニ

毛於ニ 以偏標共ア 十郡 Jテ 度吐従

ノ ア於上 9 ヲ ニ其度 上地以試 ヒ
J、 断 7 ーー プ 通構一以岩層上掘 7

浅，腎 J、 ジ 途過造端上川
、

ノ 西地西

見 ーー τI司~ ブ ーー ス不 ヲ ヲ 村｛頃翼 － ー 方
内癒杉南断ノV 完観示増斜 ー 於ニ

ノ 合山方居背全察 三ノ j市角於ア偏

東ス ヲ － ー ニ斜ナ ス増及 J、 プ J、 9 
カ

方 通於癒軸ノV ノV 浦知~u 東傾小途
ゲ

ヲ 過ア 合 J、 モ ヲ ヨ 淵1翼斜背 ーー

北 ス漸 ス地 ノ 得 '} 附ユ 角斜全、
々 ノV 次 二屠ュ へ神近於十軸ク

8 
東 背東本ノ ジ ジ馬

、
ノ プ 度二断

ーー 斜ユ 杉傾 ブ 械津 一 一 ナ ア 居一
走 軸偏 西斜地淵ニ 背十 9 ソ ーー、 、
リ ア ヲ 方角居及遁斜度一一癒

請E 9 首I ノ 四 ノ ーー ス 軸西 J、ノ、合
、



北西友セ ヨ 雨 毛調ノ 長ユ 構産 ノ

西側岩ノレ 9 恨『 ノ 査分面於造油下

ーー J、及断上ニ J、医布ノ ケ 線地附

走東凝層部於 北域匿西ノV ノ ノ 近

9 側双ノ、 ノ プ 々 ノ 域方地 一東ユ

山 ヨ質西地異 東断 J、及質部ニ 達

本 9 砂北質 ナ ヨ 居一紳上 ユ起 三J
r、、

郡高岩西硬 9 リ Fド 向馬ノ 号nf埼 9 プ
下 キ露ユ質西南下斜津最 嘗五断

岩培出走頁側 々 山地ノ 低ス城屠

川段 ジ , ＊＇－玉' ーー 、
西内域南々 此 目 ーー＼』ノ

ホf ヲ東鹿露於 ーー 附ニ方地 向油癒
長ナ側渡出ア 走近相＝ ーー 斜回合
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